123 



八ードウエア編 


本装置の八ードウエアについて説明します。 


各部の名称と機能（124ページ） 

本装置のを部のを称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （13 目ページ） 

本装置の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明してい 
ます。 


基本的な操作 （14 日ページ） 

電源の ON や OFF の方ま、およびフ□、ソピーディスクや DVD / CD - ROM のセツ 
卜方法などについて説明しています。 


内蔵オプションの取り付け （1 日日ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

ケーブル接続 （192 ページ） 

本装置内部のケーブル接続例を示します。背面にあるコネクタへのケーブル接 
続については「設置と接続」を参照してください。 

システム BIOS のセットアップ （ SETUP ) に00ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方まについて説明しています。 

リセットとクリア （229 ページ） 

リセ、ソトする方法と内部メモリ （ CMOS ) のクリア方法について説明していま 
す。 


割り込みラインに 33 ぺージ） 

割り込み設定について説明しています。 

RAID システムのコンフイグレーシヨン （234 ページ） 

本装置内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして運用するための 
方法について説明しています。 
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124 各部のを称と機能 


く3.日インチディスクモデル> 


くフ□ントマスクをかした状態> 


( 2 )- 

(3) - 

(4) ■ 

(5) - 

( 6 ) - 


II 


■0 


I I n— I 


(7) 


(1) エアダクト 

装置内部をぶ却するための空気取り入れ □ (^ 
138ページ)。 

(2) POWER/SLEEP スイッチ 

本装置の電源を ON / OFF するスイッチ。一度押す 
と POWER / SLEEP ランプが緑色に点灯し 、 ON 
の状態になる。もう一度押ずと OFF の状態になる 
(一145ページ)。 

0 S の設定により省電力（スリープ）の切り替え 
をする機能を持たせることもできる。設定後、一 
度押ずと、 POWER / SLEEP ランプが緑色に点滅 
し、省電カモードになる。もう一度押ずと、通常 
の状態になる（搭載されているオプションボード 
によっては、機能しないものもある）。 

(3) POWER/SLEEP ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する （^134 ペー 
ジ)。省電カモード中は緑色に点滅する。 

(4) D 旧 K アクセスランプ（緑色） 

本装置内蔵の八ードディスクドライブにアクセス 
しているときに緑色に点灯/点滅ずる （^134 
ページ)。 

(己）フ□ント USB コネクタ 

US 目インタフェースを持つ装置と接続ずる。 



( 10 ) 


(6) フ□ントマスク 

本装置の前面を保護ずるカバー。 3.5 インチデバ 
イス、八ードディスクドライブを取り扱うときに 
は取り外ず（一160ページ)。 

(7) スタビライザ 

装置を縦置きにする場合は、図の向きに変えて設 
置します（一139ページ）。 

(8) リリースタブ（フ□ントマスク側励口個) 

フ□ントマスクの□ックを解除ずるタブ（一160 
ページ）。フ□ントマスクを取り外すときに外側 
へ引<。 

(9) 光ディスクドライブ 

モデルや購入時のオーダによって、 J ： i 下のドライ 
ブが搭載される。 

• DVD - ROM ドライブ 

• DVD Super MULTI ドラィブ 

セットしたディスクのデータの読み化し（または 
書き込み）を行う（^巧〇ぺージ)。 

ドライブには、トレーをイジェクトずるための卜 
レーイジェクトボタン、ディスクへのアクセス状 
態を表示ずるアクセスランプ、トレーを強制的に 
イジェクトさせるための強制イジェクトホールが 
装備されている。 

(10) 3.己インチデバイスベイ 

3.5 インチデバイスを搭載するためのベイ。 


各部の名称 I と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。 


本装置の前面 



田田曲 


田田の 


□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□ 
目目□□目目 
□□□□□□□□□□ 


曰®曰 


山ののの El 
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く 2.日インチディスクモデル> 



(1) エアダクト 

装置内部をぶ却するための空気取り入れ □ (^ 
138ぺージ)。 

(2) POWER / SLEEP スイッチ 

本装置の電源を ON / OFF するスイッチ。一度押ず 
と POWER / SLEEP ランプが緑色に点灯し 、 ON 
の状態になる。もう一度押すと OFF の状態になる 
(一145ぺージ)。 

0 S の設定により省電力（スリープ）の切り替え 
をする機能を持たせることもできる。設定後、一 
度押すと、 POWER / SLEEP ランプが緑色に点滅 
し、省電カモードになる。もう一度押すと、通常 
の状態になる（搭載されているオプションボード 
によっては、機能しないものもある）。 

(3) POWER / SLEEP ランプ（緑色） 

電源を ON にずると緑色に点灯する（一134ペー 
ジ）。省電カモード中は緑色に点滅する。 

(4) D 旧 K アクセスランプ（緑色/アンパ’一） 

本装置内蔵の八ードディスクドライブにアクセス 
しているときに緑色に点灯/点滅する （^134 
ページ）。また、八ードディスクドライブが故障 
するとアンバー色に点灯し、アレイディスクをリ 
ビルドしている間はアンバー色に点滅する 
134ページ）。 

(己）フ□ント USB コネクタ 

USB インタフェースを持つ装置と接続する。 

(目）フ□ントマスク 

本装置の前面を保護するカバー。 3.5 インチデバ 
イスを取り扱うときには取りかず（一16日ぺ一 
ジ）。 


(7) スタビライザ 

装置を縦置きにする場合は、図の向きに変えて設 
置しまず（一139ページ)。 

(8) リリースタブ（フ□ントマスク側面に3個） 

フ□ントマスクの□ックを解除ずるタブ（一160 
ページ)。フ□ントマスクを取りかすときにか側 
へ引<。 

(9) 光ディスクドライブ 

モデルや購入時のオーダによって、 J ： i 下のドライ 
ブが搭載される。 

• DVD - ROM ドライブ 

• DVD Super MULTI ドラィブ 

セットしたディスクのデータの読み化し（または 
書き込み）を行う（^巧〇ぺージ)。 

ドライブには、トレーをイジェクトずるための卜 
レーイジェクトボタン、ディスクへのアクセス状 
態を表示ずるアクセスランプ、トレーを強制的に 
イジェクトさせるための強制イジェクトホールが 
装備されている。 

(10) 3.己インチデバイスベイ 

3. 己インチデバイスを搭載するためのベイ。 

(11) セキュ U ティキー 

2.5 インチ八ードディスクドライブベイのドアを 
施錠する。 

(12) 2 .己インチ八ードディスクベイドア 

2.5 インチ八ードディスクドライブを取り扱う時 
に開ける。セ丰ュリティキーで施錠できる。 











































































































































































126 各部のを称と機能 


(6) (5) (4) 


感 

〇 

□□□□□□□□□□□□□[ 
□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □轉 □ □□□□□□□ □變 □ 


本装置の背面 


く3.己インチディスクモデル、2.日インチディスクモデル> 

(12) (13) (1) 






風 
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11 



に) 


( 3 ) 


0 
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00000000 
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〇 □□□□□目□□□□□□□□目□□目目□目 〇 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□目3參 
3□□□□□□□□□□□□□□□目 n □□□□□目 Do 
E □□□□□□□□□□□□□□□目 U □□□□□□目 
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(1) 電源コネクタ 

添付の電源コードを接続ずる（^141ぺージ)。 

(2) PCI ス□ット 

(3) 讀体□ック 

盗難防止用器具を取り付けることで本装置内部の 
部品の盗難を防止することができる。 



(4) 1000/100/10ランプ 

LAN ポートの転送速度を示ずランプ（一135ぺ一 
ジ)。 

(日） LINK / ACT ランプ 

LAN ポートのアクセス状態を示すランプ（一134 
ページ)。 

(目） LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続ずる 
1 000 BASE - T /100 BASE - TX /1 日 BASE-T 対応の 
コネクタ（一141ページ）。 


(7) USB コネクタ 

USB インタフェースを持つ装置と接続する 
142ページ)。 

(8) DUMP スイッチ 

メモリダンプを採取ずる際に押ず。 

(9) ディスプレイコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する（一141ページ)。 

(10) パラレルポートコネクタ 

セント□ニクスインタフェースを持つプリンタと 
接続する（一141ページ)。 

(11) シリアルポート A コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(142 ページ)。本装置に標準装備のシリアルポー 
卜から専用回線に直接接続ずることはできませ 
ん。オプションの N 8117-01 A 増設 RS 232 C 〕ネ 
クタキットを接続した場合には、 N 8117-01 A 側 
のコネクタがシリアルポート B コネクタとなりま 
す。 

(12) キーボー ドコネクタ 

添付の丰ーボードを接続ずる（^141ぺージ)。 

(13) マウスコネクタ 

添がのマウスを接続ずる（一141ページ)。 


W -0 DUMP スイツチは保守サービス会社の保守員と相談した上で操作してくださ 
■to し、正常に動作しているときに操作するとシステムび停止します。 



N 811 7-01 A 増設 RS -232 C コネクタキットは空冷モデルのみに取り付けること 
ができます。 









128 各部のを称と機能 


本装置の内部 


く3.己インチディスクモデル、空冷冷却方式> 



(1) 電源ユニット 

(2) CPU 冷却フアン 

(3) メモリス □ット （DIMM) 

(4) 3 .日インチ八ードディスクドライブ 
(己）光ディスクドライブ 


(6) 3 .日インチデバイスベイ 

(7) マザーボード 

(8) PCI ス□ット 

(9) リアフアン 
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く3.日インチディスクモデル、 7 j < 冷冷却方式> 


(1)(2) (3) (4) 


( 12 ) 

( 11 ) 



—(5) 


—( 6 ) 


(1) 電源ユニット 

(2) 水冷ユニット （ CPU 冷却） 

(3) メモリス□ツト （ DIMM ) 

(4) 3.己インチ八ードディスクドライブ 
(日）光ディスクドライブ 

(目）3.己インチデバイスベイ 


(7) マザーボード 

(8) ラジェター冷却フアン（前側) 

(9) ラジェター冷却フアン（後側) 

(10) ラジェ ター 

(11) PCI ス□ット 

(12) リアフアン 




































































































130 各部のを称と機能 


電源ユニット 

CPU 冷却フアン 

メモリス□ット （ DIMM ) 

SAS バックプレーンボード 
2.己インチ八ードディスクドライブ 
HDD フアン 


(7) 光ディスクドライブ 

(8) 3.己インチデバイスベイ 

(9) マザーボード 

( 10 ) PCU □ット 

(11) リアフアン 


く2.日インチディスクモデル、空冷冷却方式> 


(1) (2) (3) (4) (己) 



\—/ \—/ \—/ \—/ \—/ \—/ 

12 3 4 5 6 
/(\ /(\ /(\ /(\ /(\ /(\ 
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く2.日インチディスクモデル、 7 j < 冷冷却方式> 



(1) 電源ユニット 

(2) 水冷ユニット （ CPU 冷却） 

(3) メモリス□ット （ DIMM ) 

(4) SAS バックプレーンボード 

(日）2.己インチ八ードディスクドライブ 

(6) HDD フアン 


(7) 光ディスクドライブ 

(8) 3.己インチデバイスベイ 

(9) マザーボード 

(10) ラジェター冷却ファン（前側) 

(11) ラジェター冷却ファン（後側) 

(12) ラジェ ター 

(13) PCI ス□ット 























































































132 各部のを称と機能 


マザーポー 



く3.日インチディスクモデル、2.日インチディスクモデル> 


(1)(2) (3) 


(4)-1 (4)-2 (4)-3 (4)-4 



■( 1 ) 

風 

■( 6 ) 


1 ( 7 ) 

■( 8 ) 

■(9) 

■( 10 ) 


(17) (16) 


(15) (14)(13) 

(11)-5 


( 11)-6 ( 11)-2 


(11)-4 


(1) 電源コネクタ 

(2) を却ファンコネクタ （ CPU 用） 

(3) プ□セッサソケット 

(4) DIMM ソケット（末尾の数字は DIMM 番号 
を示ず） 

(己） IDE コネクタ 

(6) フ□ッピーディスクドライブコネクタ 

(7) LED コネクタ 

(8) リチウムバッテリ 

(9) CMOS コンフイ グレーシヨ ンジヤンパ 

(10) 冷却ファンコネクタ（ラジェター冷却ファ 
ン（前側） / HDD ファン用） 

(11) シリアル ATA コネクタ（末尾の数字はコネ 
クタ番号を示す） 

(12) SGPI 0 コネクタ 

(13) 内部接続用 USB コネクタ 


(14) フ□ント USB コネクタ 

(15) LED/SW コネクタ 

(16) 内部接続用 COM コネクタ 

(17) 冷却ファンコネクタ（ラジェター冷却ファ 
ン（後側）用） 

(18) PCI ボードス□ット 
(18)-1 PCI Express x 8 

(18)-2 PCI Express x 4 ( x 8 ソケット） 

(18)- 3 32- bit /33 MHz * 

(18)-4 32- bit /33 MHz * 

* 水ぶモデルの場合、 PCI ス□、ソト3,4は使用で 
ぎませ八。 

(19) スピーカ 

(20) 冷却ファンコネクタ（リアファン/ HDD 
ファン用） 

(21) DUMP スイッチ 

(22) が部接続コネクタ 
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ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意□末は次のとおりです。 

く 3.日インチディスクモデル> 



〇 


POWER/SLEEP ランプ 
D に K アクセスランプ 


アクセスランプ 


本装置前面 



本装置背面 


く 2.日インチディスクモデル> 

























































































































































































































































134 各部のを称と機能 


POWER/SLEEP ランプけ:） 

本装置の電源が ON の闇、緑色に点灯します。またシステムが省電カモードに切り替わるとラ 
ンプが緑色に点滅します。省電カモードは本装置の POWER / SLEEP スイ、ソチを押すと起動し 
ます。また、 0 S によっては一を時間じ(上、操作しないと自動的に省電カモードに切り替わる 
よう設をしたり、 0 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます（才 
プシヨンボードによっては機能しないものもあります)。 POWER / SLEEP スイ、ソチを押すと元 
に戻ります。 


DISK アクセスランプ（国） 

D に K アクセスランプは本装置内部の八ードディスクドライブや、光ディスクドライブにアク 
セスしているときに緑色に点灯/点滅します。また、 2.5 インチディスクモデルでは、八ード 
ディスクドライブが故障するとアンバー色に点灯し、リビルドされている場合はアンバー色に 
点滅します。 



3.5 インチディスクモデルでは、ハードディスクドライブが故障したり、リビ 
ルドが行われている場合でもアンバー色には点灯/点滅しません。 


DISK ランプ 

2.5 インチディスクモデルでは、をドライブごとに個別のランプを装備しています。八ードディ 
スクドライブにアクセスしているときには緑色に点な/点滅します。 

また、八ードディスクドライブが故障するとアンバー色に点灯し、リビルドされている場合 
は、アンバー色に点滅します。 


UNK/ACT ランプ 

本装置標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本装置と HU 目に電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている闇、点なします （ LINK )。 ネットワークポートが送受信を 
行っているときに点滅します （ ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続 
状態を磕認してください。それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント 
□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡 
してください。 
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1000/100/10ランプ 

標準装備の LAN ポートは、1000 BASE-T dGbps ) ch 100 BASE-TX (100 Mbps )、10 BASE - 
T (10 Mbps ) をサポートしています。 

このランプは、ネ、ソトワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで動作さ 
れているかを示します。穫色に点なしているときは、1000 BASE - T で動作していることを、緑 
色に点なしているときは100 BASE - TX で動作していることを示します。消なしているときは、 
1 0 B ASE - T で動作していることを示します。 


アクセスランプ 

光ディスクドライブにセットされているメディアにアクセスしているときに点な/点滅しま 
す。 



136 設置と接続 


設置と接続 

本装置の設置と接続について説明します。 



A を意 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 

Q 

明をご覧ください。 

• フ□ントマスクやエアダクトに手をかけて持ち上ばない 

• 指定 m 外の場所に設置-保管しない 


本装置の設置じふさわしい場所は次のとおりです。 

本装置をしっかりと持ち、ゆっくりと静かに設置場所に置いてください。 


装置の前後に1日 OmmLU 上 
のスぺ ースが とれる場所 


下の環境条件を 
満たした場所 
く動作時> 

室内温度：10で〜3日で* 
湿度： 20%〜80% 

温度勾配：±10で/時 
気圧： 749〜1040 hpa 
<休止時> 

室内温度：日で〜40で* 
湿度：1〇〇/〇〜80% 

温度勾配：±1日で/時 
気圧： 749〜1040 hpa 


室内温度1日で〜2已での 
範囲が保てる場所での 1^1 

使用をお勧めしまず。 1^1 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本装置を 
設置すると、誤動作の原因となります。 




本装置の電源コードを他の接地 
線（特に大電力を消費ずる装置 
など）と共用しているコンセン 
卜に接続しなければならない場 
所。 



強い磁界を発生させるもの（テ 
レビ、ラジオ、放送/通信用アン 
テナ、送電線、電磁クレーンな 
ど）のお<。 



腐食性ガスの発生する場所（大気 
中に硫黄の蒸気が発生する環境下 
など）、薬品類のお<や薬品類がか 
かるおそれのある場所。_ 





電源コードまたはインタフエー 
スケーブルを足で踏んだり、 
引つ掛けたりするおそれのある 
場所。 

V. 


電源ノイズ（商用電源をリレー 
などで ON / OFF する場合の接点 
スパークなど）を発生する装置 
のおくには設置しないでくださ 
い。（電源ノイズを発生する装置 
のお< に設置するときは電源配 
線の分離やノイズフイルタの取 
り付けなどを保守サービス会社 
に連絡して行ってください。） 
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設置の準備 

装置を縦置さにして使用する場合 

装置を縦置きにして使用する場合、装置底面に取り付けられているスタビライザをいったん取 
り外し、下に示す向きに変更する必要があります。 

また、装置上面じぶ却用のエアダクトを取りがけてください。 

エアダクトの取り付け 




エアダクトのツメ （4 か所) 


本体内部の冷却効果を保持ずるため、エアダクトは必ず取り付けてくださし、。 
また、通風□がある面び壁やものでふさがれるような場所には設置しないでく 
ださい。 
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スタビライザの取り外し/取り付け 
• 取り外し 

スタビライザにある□、ソクプレートを浮かせて、矢巧の方向にスライドさせて取り外し 
ます。 



• 取り付け 

下図のようにスタビライザの、ソメを本体装置のス□、ソトに差し込み、取り付けます。 



スタビライザ（各2力所）を 
本体のス□、ソトに合わせる 



スタビライザを取りがけたら、図のように立てて設置 
します。 
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装置を横置きにして使用する場含 

装置を横置きに して 使用する場合、國の位置に添付のゴム足を取りがけてください。また、装 
置ち側面（縦置きした場合の上面）にエアダクトを取り付けて<ださい。 




ゴム足を本体装置ち側面の図 
の位置に取り付ける 


wO • 本装置を横置きにした場合、上部に搭載可能なものの重量は己 k 呂未満で 
量3 す。己 k 呂 m 上のものを載せないでください。 

• 冷却効果を保持するため、スタビライザとエアダクトは必ず取り付けて 
ください。また、装置の左ちには物を置かないでください。 
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本装置と周辺装置を接続します。本装置の背面じは、さまざまな周辺装置と接続できるコネク 
夕が用意されています。次の図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示 
します。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本装置に接続し、電源プラグをコンセン 
卜につなげます。 



A 


警告 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


参 

指定似がのコンセントに差し込まない 

A \ A \ 

参 

参 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

参 

指定 m がの電源コードを使わない 


参 

電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをし 
ない 


• 

指定似がのインタフェースケーブルを使用しない 
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インタフエースケーブル 

インタフェースケーブルを接続してから電源コードを接続します。 


W -0 • 本装置、および接続する周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくだ 
さい。 ON の状態のまま接続ずると誤動作や故障の原因となります。 

• サードパーティの周辺機器およびインタフ王ースケーブルを接続する場 
合は、お買い求めの販売店でそれ5の装置を使用でさることをあ5かじ 
め確認してください。サードパーティの装置の中には使用でをないもの 
ちありまず。 

• 添付のキーボード、マウスはコネクタ部分の 「 A 」 マークを装置を縦置 
きにした場合はち、横置きにした場台は上に向けて差し込んでくださ 
い。 

• 本装置に標準装備のシリアルポートか5専用回線に直接接続することは 
できません。専用回線へ接続ずる場合には、必ず回線電気通信事業法で 
定め5れた認定を受けた端末機器か5接続してください（専用回線と 
は、特定の利用者に設置される専用の伝送路設備およびその付属設備を 
指しまず。一般的な公衆回線も含まれまず。）。 

• ここで説明していないコネクタは未使用コネクタでず。何も接続しない 
で < ださい。 
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<装置前面> 





USB インタフェース 
を持つ装置 （ FD ドラ 
イブなど） 



<装置背面> 
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電源コード 

添付の電源コードを接続します。 




• 本装置の電源コードを無停電電源装置 (UPS) に接続する場合は、 UPS 
の背面にある出カコンセントに接続します。 

詳しくは UPS に添付の説明書をご覧ください。 

• 本装置の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源供給と本 
装置の ON/OFF を連動（リンク）させるために BIOS の設を変更が必要とな 
る場合があります。 

BIOS セットアップユーティリティの 「Server」一「AC 丄 INK」 を選が 
し、適切なパラメータ値に変更してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON 


本装置の電源は前面にある POWER / SLEEP スイッチを押すと ON の状態じなります。 
次の順唐で電源を ON にします。 


W -0 電源を OFF にした後、再度電源を ON にずる時には、10秒ほど経ってか5電源 
を ON にしてください。 


1. フ□ッピーディスクドライブを接続している場合は、フ□ッピーディスクをセット 
していないことを確認する。 

2. ディスプレイ装置および本装置に接続している周辺機器の電源を日 N にする。 


4/^ 無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
巨!^ は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 


3. 本装置前面にある POWER / 
SLEEP スイッチを押す。 

本装置前面の P 0 WER / SLEEP ラ 
ンプが緑色に点なし、しばらくす 
るとディスプレイ装置の画面には 
「 NEC 」 □ゴが表示されます。 

「 NEC 」 □ゴを表示している闇、自 
己診断プ□グラム ( POST ) を実 
行して八ードウェアの診断をしま 
す。詳しくはこの後の 「 POST の 
チェック」をご覧ください 。 POST 
を完了すると OS が起動します。 □ 
グオン画面でユーザーをとパス 
ワードを入力すれば使用できる状 
態になります。 



POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
巨!^ 296ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本装置の電源を ON じすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュー 
ル、 CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中にを 
種の BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

化荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装置 
には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。レ Es に羊一を押すと 、 POST 
の実行内容が表示されます。） 

PaI bios のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 

ム%リ 表示させることができます。 SETUP ユーティリティの 「 Advanced 」 メニュ ー 
にある 「BooHime Diagnostic Screen 」 の設定:を 「 Enabled 」 に切り替えてくだ 
さい （21 2ぺージ参照)。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の闇に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメ 、ソ セージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 







• POST の実行中に電源を OFF にしないでください。 

• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 
て < ださい。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求ずるメッセージを表示ずる場合もあります。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS び要求しているためのものでず。 

オプションの マニ ュアルにある説明を確認してか5何かキーを巧してく 
ださい。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取りがしをしてか5電源を ON にす 
ると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りびあることを示 
すメッセージを表示して POST をいったん停止することびあります。 

この場合はく F 1 >キーを}甲して POST を継続させてください。ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明ずるユーテイリテイを使って設 
定できまず。 


1. 電源 ON 後、 P 日 ST が起動し、メモリチェックを始めます。 

ディスプレイ装置の画面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしてい 
るメッセージが表示されます。本装置に搭載されているメモリの量によっては、メ 
モリチェックが完了するまでに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブー 
卜）した場合など、画面に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 
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2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。 

これらは搭載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどをお化したこと 
を知らせるメッセージです。 

3. しばらくすると、マヴーボードにある BI 日 S セットアップユーティリティ 
「SETUP」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F2> to enter SETUP or Press く F12> to boot 
from Network 

使用する環境にあった設をに変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設をを 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている闇に < F 2> 羊一を押します。 
設定方まやパラメータの機能については、200ページを参照してください。 


4. オンボードの RAID コント□-ラ （LSI Embedded Me 呂 aRAID) をジャンパにて 
有効にしている場合は、次のメッセージが表示されます。ジャンパの設定は 238 
ページを参照してください。 

Press く Ctr し > <M> to Run LSI Software RAID Configuration 
UtiLity. 


ここでく Ct 「 l > 羊一とく M > 羊一を押すと八ードディスクドライブで RAID システムを 
構築するためのユーティリティが起動します。 


己.続いて本装置にオプシヨンの SCSI コント□ーラボードなどの専用の BI 日 S を持った 
コント□ーラを搭載している場合は、 BIOS セットアップユーティリティの起動を 
促すメッセージが表示されます（そのまま何ち入力せずにいると数秒後に P 日 ST を 
自動的に続けます)。 

く例 ： SCSI BIOS セットアップユーティリティの場合> 

Press く CtrL> く A> for S C S I S e L e c t ( TM ) UtUity! 

ここでく Ctrl > キーと < A > 丰一を押ずとユーティリティが起動しまず。 SCSI 機器の設定 
値やユーティリティの詳細じついてはボードに添付の説明書を参照して<ださい。 

ユーティリティを使用しなければならない例としては次のような場合があります。 

• 3.5 インチデバイスベイに SCSI 機器を取り付けた場合、または SCSI 機器を変 
要した場合 

• 外付け SCSI 機器を接続した場合 

6. オプシヨンボードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 
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7. 巨 IOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 

P 日 ST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき 
なくなります。この場合は、本装置の電源を OFF にしてから、約10秒ほど時間をあ 
けて ON にしてください。 

wO OS をインストールするまではパスワードを設定しないでください。 


8. P 日 ST を終了すると日 S を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容じよってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッセージ 
とエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方まじついては、「運用•保 
守編」を参照してください。 


wO 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となりまず。 
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電源の OFF 


次の順唐で電源を OFR こします。本装置の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に 
添付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくだ 
さい。 

1. 日 S のシャツトダウンをする。 

2. P 日 WER / SLEEP ランプが消口したことを確認する。 

3. 周辺機器の電源を日 FF にする。 


省電カモードの起動 


ACPI モードに対応した 0 S を使用している場合、電力をほとんど使用しない状態(スタンバイ 
状態)じすることができます。 

0 S のシャツトダウンメニューからスタンバイを選択するか、 POWER / SLEEP スイ、ソチの設定 
を電源オフからスタンバイに変更した場合は POWER / SLEEP スイ、ソチを押すとスタンバイ状 
態じなります ( POWER / SLEEP ランプが点滅します)。 

スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 
POWER / SLEEP スイ、ソチをもう一度押すとスタンバイ状態は解除されます。 




省電カ モー ドへの移行、または省電カ モー ドからの復帰方法については、 0 S 
の設をによって異なります。また、省電カモード中の動作レベルは、 0 S の設 
走:に化存します。 


省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
さし、省電カモードか5復帰する際に元のが態に復帰でをない場合びありま 
ず。 
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光ディスクドライブ 


本装置前面に光ディスクドライブがあります。本装置に1台装備されている光ディスクドライ 
ブにはじ(下のタイプがあります。 

• DVD-ROM ドライブ（標準） 

多様な光ディスクの読み取りを行うための装置です。 

• DVD Super MULTI ドライブ（オプション） 

多様な光ディスクの読み取り、書き込みを行うための装置です。 


DVD Super MULTI ドライブのソフトウエア上の操作（例えば CD-R への書き込みなど) 
については、添付されているライティングソフトウエア CD-ROM 内の説明書を参照して 
ください。 


A を意 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
A ベ"'、 などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
/^\明をご覧 < ださい。 

• 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


使用上のミち意 

本装置を使用するときにを意していただきたいことを次に示します。これらのを意を無視して 
装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれがあり 
ますので必ず守つてください。 
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ディスクのセツト/取り出し 


ディスクは次の手順でセツトします。 


1 . ディスクをドライブにセットする前に本体の電源が日 N (P 日 WER ランプが点丹) 
になっていることを確認する。 

2. ドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押す。 


トレーが少し化てきます。 


3. トレーを軽く持って手前に引き出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す。 



4. ディスクの文字が印刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 


己.図のよラに片方の手でトレーを持 
ちながら、もラー方の手でトレー 
の中/こ\にある駆動部分にディスク 
の穴がはまるよラに指で押して、 
トレーにセツトする。 



ディスクのこの部分を押ず 
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6. トレーの前面を軽く押して元に戻 
す。 


wrO ディスクのセット後、ドライブの駆動音び大きく聞こえるときはディスクを 
BM セットし直してください。 



ディスクの取り化しは、ディスクをセットす 
るときと同じようにトレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーを引き化します。 

アクセスランプが点なしているときはディ 
スクじアクセスしていることを示します。卜 
レーイジェクトボタンを押す前にアクセス 
ランプが点なしていないことを確認してく 
ださい。 

ち図のように、片方の手でトレーを持ち、も 
う一方の手でトレーの中ムにある駆動部分 
を押さえながらディスクの端を軽くつまみ 
上げるようにしてトレーから取り化します。 



ディスクを取リ化したらトレーを元じ戻し 
てください。 
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取り出せなくなったときの方法 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクを取り化せない場合は、次の手順に従って取り化 
します。 


1. P 日 WER/SLEEP スイッチを押して本装置の電源を日 FF (P 日 WER/SLEEP ランプ 
消灯）にする。 

2. 直径約 1.2mm、 長さ約1日日 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
U ップを引さ伸ばして代用可能） 

をトレーの前面にある強制イジェ 
クトホールに差し込んで、トレー 
が出てくるまでゆっくりと押す。 

強制イジェクトホールの位置はド 
ライブのタイプによって異なる場 
合があります。 




3. トレーを持って引を出す。 

4. ディスクを取り出す。 

己.トレーを押して元に戻す。 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクび取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 


強制 イジ エク ト ホール 










154 基本的な操作 


ディスクの取り扱い 

セットするディスクは次の点じを意して取り扱ってください。 

• 本装置は、 CD/DVD 規格に準拠しない「〕ピーガードがき CD/DVD」 などのディスクに 
つきましては、 CD/DVD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクじラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが巧刷されていない面）に手を触れないで<ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• 羊ズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接ディスクじ書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいて<ださい。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りくださし >。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• 電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミ主意 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• フ□ントマスクやエアダクトに手をかけて持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 


AQ 


内蔵才つシヨンの取り付け 


本装置に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 


B1 


• オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本装置および部品の破損または運用した結果の影響についてはそ 
の責任を負いかねまずのでご了承ください。本装置について詳しく、専 
門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取りがしを 
行わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは薛社び指定ずる部品を使用してください。 
指定 m がの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウエア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使っ 
てシステムをアツ ブデー トしてください （ 1目ページを参照）。 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをするためじ次のを意事項を必ず守ってくださ 
い。 



警告 


安ま上の注意 


么 盛® 善 

















156 内蔵オプションの取り付け 


静電気巧策について 


本装置内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静 
電気による製品の故障に十分を意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は装置に組み a むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

- 部品を保管-運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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巧り付け/取りかしの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 


1. 日 S からシャツトダウン処理をす 
るか P 日 WER/SLEEP スイッチを 
押して本装置の電源を日 FF 
(POWER/SLEEP ランプ消灯） 
にする。 



2. 本装置の電源コードをコンセント 
および本装置の電源コネクタから 
抜く。 



3 . 


本装置背面に接続しているケーブルをすべて取り外す。 














158 内蔵オプションの取りがけ 


取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

サイドヵバー 

本装置にオプションを取りがける（または取り外す）ときはサイドカバーを取り外します。 

取り外し 

次の手順に従ってサイドカバーを取り外します。 

1. 「取り付け/取り外しの準備」を参照して取り外しの準備をする。 


2. 置体□ックに錠をしている場合 
は、錠を取り外す。 


3. サイドカバーが上にくるよラにし 
て装置を横置きにする 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 


4. ヴイド カバーを 取り外す。 

2か所のイジェクトボタンを押し 
ながら背面側へ向けてスライドさ 
せて、持ち上げてください。 
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取り付け 


サイドカバーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。 

サイドカバーの上下にあるフックが本装置のフレームじある穴に確実に差し込まれているこ 
とを確認してください。また、本装置前面にスライドしてカバーを取り付けるときにも、サイ 
ドカバー前面側にあるフックが本装置のフレームじ引っ掛かっていることを確認してくださ 
い。フレームに引っ掛かっていないとカバーを磕実に取り付けることができません。 


本装置上面側 
のフック 


フックの差し込み穴 



本装置底面側 
のフック 

サイドカバーの裏側 



崖体□ックの 
プレート 


本装置の フレーム 
















































































160 内蔵オプションの取り付け 


フ□ントマスク 

3.5 インチの八ードディスクドライブや 3.5 インチデバイスを取り付ける（または取り外す）と 
きはフ□ントマスクを取り外します。 


取り外し 

次の手順じ従ってフ□ントマスクを取り外します。 


1 . 1日7ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 1日8ページを参照してサイドカバーを取り外す。 


3. 図の向きでフ□ントマスクの上側 
にあるリリースタブ （3 力所）を 
引き（①)、タブが本装置のフ 
レームから外れる程度まで前面に 
少し引っぱる ((D) 〇 



前面に引っぱりすざるとフ□ントマスクの下側を固定しているフックを破損 
してしまいまず。少しだけ引き出してください。 


4. フ□ントマスクを上へスライドさ 
せ、下側の穴3か所に引つかかつ 
ているフックを外して本装置から 
取り外す。 
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取り付け 

フ□ントマスクは「取り外し」の逆の手順で取りがけることができます。フ□ントマスクの下 
側にある3つのタブを本装置前面の穴に差し込んでからフ□ントマスクの上側を本装置に向 
けて押し、リリースタブで□ックしてください。 









162 内蔵オプションの取り付け 


3-5 インチノ V — ドディスクドライブ 

3.5 インチ八ードディスクドライブ搭載モデルの内部には、 SATA 八ードディスクドライブを 
最大2台取りがけることができます。 


W "0 辭社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サー 
置3 ドパーティの八ードディスクドライブを取り付けると八ードディスクドライ 
ブだけでなく本装置び故障するおそれびあります。また、これ5の製品び原因 
となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 
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取り付け 

次の手順に従って 3.5 インチ八ードディスクドライブを取り付けます。 

1. 取り付け前に八ードディスクドライブに添付の説明書を参照して八ードディスクド 
ライブの設定をする。 


増設台数 

取り付けるベイの位置 

接続ずるマザーボードの 
シリアル ATA コネクタ 

1 台目 

下段 

シリアル ATA コネクタ 2 

2 台目 

上段 

シリアル ATA コネクタ 4 



2 . 

3. 

4. 


5 . 


1己7ページを参照して取り外しの準備をする。 

1己8ページと1目日ページを参照してサイドカバーとフ□ントマスクを取り外す。 


ネジ1本を外してセンターノ く一を 
取り外す。 


光ディスクドライブに接続されて 
いるケーブルを取り外す。 


























































164 内蔵オプシヨンの取りがけ 


6. 左側のストッパーを押しながら、 
光ディスクドライブを取り外す。 



7. 3.己インチデバイスが取り付けられている場合は、ケーブルを取り外し、デバイス 

を取り外す。 

詳細は187ページを参照してください。 


8. ヴブフレームの後部を上に持ち上 
げて、ヴブフレームを取り外す。 


9. ネジ2本を外して、3.己インチ 
A- ドディスクドライブトレーを 
取り外す。 

八ードディスクドライブを2台取 
り付ける場合は、これじ(降の作業 
について2台目も同様に行ってく 
ださい。 


10. 3.己インチ八ードディスクドライ 
ブトレーにネジ4本で八ードデイ 
スクドライブを取り付ける。 





wO J \- ドディスクドライブを固定するネジは、 J \- ドディスクドライブ添付のネ 
置3 ジを使用してください。長いネジを使用すると八ードディスクドライブを破損 
するおそれびあります。 
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11. 八ードディスクドライブを本体に 
取り付け、インタフェースケーブ 
ルと電源ケーブルを接続し、ネジ 
2本で固定する。 



• SATA ケーブルは本装置に付属のものを使用します。また、 SATA ケーブ 

II エック] ルはライトアングルのコネクタを マ ザーボード側に、ストレートのコネ 

クタをハードディスクドライブ側に接続します。 

• 接続先のコントーラのタイプによって使用するケーブルが異なります。 
詳しくは、この後の「ケーブル接続」 （192 ぺージ）を参照してくださ 

い。 


12. 本装置を組み立てる。 

13. 巨 IOS セットアップユーティリティを起動して、巨 IOS からハードディスクドライ 
ブが正しく認識されていることを確認する （2 日日ページ)。 


取り外し 

八ードディスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 


J \- ドディスクドライブ内のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）び第 E 者へ漏辣ずることのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたよラに見えますび、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウエアにより復 
元され、予期せめ用途に転用されるおそれびあります。 

このようなトラブルを回避ずるために市販の消去用ソフトウエア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


1 . 1日7ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 1曰8ページと1目日ページを参照してサイドカバーとフ□ントマスクを取り外す。 

3. 「取り付け」の手順3〜9を参照して八ードディスクドライブが搭載された状態の 
3. 日インチ八ードディスクドライブトレーを取り外す。 

4. 「取り付け」の手順1日を参照して八ードディスクドライブを取り外す。 

5. 本装置を組み立て直す。 

















166 内蔵オプションの取り付け 


2-5 インチ八ードディスクドライブ 

2.5 インチ八ードディスクドライブ搭載モデルの内部には、 SASA- ドディスクドライブを最 
大3台取り付けることができます。 

W "0 摩社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サー 
ira ドパーティの八ードディスクドライブを取り付けると八ードディスクドライ 
ブだけでなく本装置び故障するおそれびあります。また、これ5の製品び原因 
となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 



HDD はス□ット1(ち側）か5順に間をあけないように取り付けてください。 
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取り付け 


次の手順に従って 2.5 インチ八ードディスクドライブを取り付けます。 


1. セキュリティキーの□ックを解除し、2.己 
インチ八ードディスクドライブベイのド 
アを開<。 


2. A- ドディスクドライブを HDD ケージに 
取り付ける。 

八ードディスクドライブのトレーじある 
八ンドルを完全に開いた状態じして 、 HDD 
ケージの奥に突き当てるまで差し込みま 
す。（①） 

差し込み終えたらレバーを閉じて固定しま 
す（⑨） （ r カチ、ソ」と音がして□ックされ 
まず)。 




w "0 脾社び推奨する八ードディスクドライブを使用してください。 

■ to 詳しくはお買い求めの販売店または保守ヴービス会社までお問い合わせくだ 
さい。 


^ 図を参照して八ードディスクドライブ（トレー）の向きを確認してか6差し } A 
医!^ んで<ださい。またレバーを閉じた際にレバーのフックが HDD ケージのフレー 
ムに引つかかっていることを確認してください。 


トレーと八ンドルをしっかりと持ちながらまっすぐ HDD ケージに取りがけて<だ 
ぎい。 


W -0 本体の電源び ON の間に複数台の八ードディスクドライブを取り外すと論理ディ 
置3 スクを壊してしまいます。取り外しおよび交換は1台単位で行ってください。 


3. 2.己インチ八ードディスクドライブベイのドアを閉じ、セキュリティキーで□ック 

する。 




































































168 内蔵オプションの取り付け 


取り外し 

八ードデイスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 



j \- ドディスクドライブ内のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）び第兰者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にずる」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたよラに見えますび、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
まず。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せめ用途に転用されるおそれびあります。 

このようなトラブルを回避ずるために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めしまず。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


1 . 1日7ページを参照して取り外しの準備をする。 


2. セキュリティキーの□ックを解除し、 
2.己インチ八ードディスクドライブべ 
イのドアを開<。 

3. 「取り付け」の手順2を参照して八一 
ドディスクドライブを取り出す。 

4. 2.日インチ八ードディスクドライブべ 
イのドアを閉じ、セキュリティキーで 
□ックする。 
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内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムにする場合 


本装置に搭載した八ードディスクドライブを RAID システムで利用したい場合の方法について 
説明します。 


• RAID システム構成に変更ずる場台や、 RAID レベルを変更ずる場合は、 
J \- ドディスクドライブを初期化しまず。 RAID システムとして使用す 
る八ードディスクドライブに大切なデータびある場台は、バックアップ 
を別の八ードディスクドライブにとってか5ボードの取り付けや RAID 
システムの構築を行ってください。 

• 論理ドライブは、1台の物理デバイスでも作成できます。 

• RAID システムでは、ディスクアレイごとに同じ 容量、性能 (ディスク回 
転数など)の八ードディスクドライブを使用してください。 



• 使用できる RAID レベルやハードディスクドライブなど、それぞれの 
RAID コントローラの特徴を理解し、目的にあった RAID コントローラを 
使用してください。 

• RAIDO 必外の論埋ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論 
理ドライブを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に 
使用できる容量が小さくなります。 


RAID システムの構築じは、オンボードのソフトウエアじよる RAID コント□ー ラ (LSI 
Embedded MegaRAID ™) の機能を利用する方まや、オプションのハードウエア(こよる RAID 
コント日ーラ （ N 8103 -109/116 A /117 A ) を利用する方まがありまず。 

オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) を利用する場合 （3 .日 
インチ八ードディスクドライブ搭載モデルのみ） 

マザーボード上じある RAID コンフィグレーションジャンパの設定を変更すると、内蔵八ード 
ディスクドライブをソフトウエアによる RAID システムの八ードディスクドライブとして認識 
させることができます。詳しくは、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （234 ページ）を 
参照してください。 





170 内蔵オプションの取りがけ 


オプションの RAID コント□-ラ( N 8 103- 109/1 16 A /1 17 A ) を利用する場合 

オプションの RAID コント日ーラ （ N 8103 -109/116 A /117 A ) を取り付けた本装置で、内蔵 
のハードディスクドライブを RAID システム構成にする場合は、マザーボード上の八ードディ 
スクドライブインタフェースケーブルの接続先を変更します。 

2.5 インチ八ードディスクドライブ搭載モデルでは、 RAID コント日ーラ （ N 8103 -109/116 A / 
117 A ) の搭載が必須となります。 

詳細な説明は、オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -109/116 A /117 A ) に添付の説明 
書を参照してください。 



3.5 インチディスクモデルでは N 8103-109/116 A が、 2.5 インチディスクモデルで 
は N 81 03-1 09/11 6 A /117 A が接続が象となります。 


，■〇 オプションの RAID コント□—ラは大変静電気に弱い電子部品です。取り扱う 
場合は必ずリストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）を着用し、 
身体の静電気を逃がしてか 5 RAID コント□—ラを取り扱ってください。また、 
RAID コント□—ラの端子部分や部品を素手で触ったり、 RAID コント□—ラ 
を静電気巧策びされていない場所に置かないでください。静電気に関ずる説明 
は1己目ぺージで詳しく説明しています。 


オプションの RAID コント□-ラを取りがける場合は、目10 S SETUP ユーティ 
区エック I リティの 「 Advanced 」 メニューの rP 口 Configuration 」一 「PCI Slotxx R 0 M(xx 
は PCI ス □、ソ ト番号)」のパラメータが 「 Enabled 」 （こなっていることを確認し 
てください。 


取り付け 

オプションの RAID コント日ーラ （ N 8103 -109/116 A /117 A ) の取り付けは 「 PCI ボード」 
(172 ページ）を参照してください。 


RAID コント□—ラを接続ずる場台、 BIOS の SETUP ユーテイリテイの Boot 
メニューにおける優先順位を8番目 ly 内に設定してください。設定が9番目 ly 
降となつている場合、 RAID コント□—ラのコンフイグレーシヨンメニューを 
起動することができません。 


取り外し 

オプションの RAID コント日ーラ （ N 8103 -109/116 A /117 A ) の取り外しは、取り付けの逆 
の手順を行ってください。 
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RAID システム構築時の注意事項 


RAID システムを構築するときは、次の点についてを意してください。 

• 同じ容量、同じ回転速度の SAS / SATA 八ードディスクドライブどちらかを、構築した 
い RAID レベルの最ル必要台数 U 上を搭載していること （ RAID の構成によってディスク 
の最ル必要台数は異なります）。 

• 論理ドライブは、オンボード RAID コント□ーラを使用する場合、 RAIDO 、 RAID 1のい 
ずれかの RAID レベルを選択、オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -109/ 11 6 A / 
117 A ) を使用する場合、 2.5 インチ八ードディスクドライブ搭載モデルでは RAID 0、 
RAID 1、 RAID 5、 RAID 6、3.5 インチ八ードディスクドライブ搭載モデルでは RAID 0、 
RAID 1 のいずれかの RAID レベルを選択し、設ちします。 

内蔵の八ードディスクドライブにシステムをインストールする場合は、「シームレスセット 
アップ」を使用して、 RAID の構成から OS のインストール、セットアップまでをすることをお 
勤めします。 

システムをインストールしない場合も、シームレスセットアップの「オペレーティングシステ 
ムの選択」で[その他]を選択すると、 RAID システムの構成を自動でインストーラがセット 
アップします。 

マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コンフィグ 
レーションユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を ON にした直後に 
起動する POST の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID 、 論理ドライブの 
構成についての詳細な説明は、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （234 ページ）や、才 
プシヨンの RAID コント□-ラ ( N 8103 -109/116 A /117 A ) に添付の説明書を参照してくださ 
い。 


N 8103 -109/1 1目 A /117 A 実装時には、休止状態、スタンバイへの移行は 
行わないでください。 






172 内蔵オプションの取りがけ 


PCI ボード 

本装置には、 PCI ボードを取りがけることのできるス□、ソトを4つ用意しています。 


• PCI ボードは大変静電気に弱い電子部品でず。取り扱う場合は必ずリス 
トストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）を着用し、身体の 
静電気を逃がしてか 5 PCI ボードを取り扱ってください。また 、 PCI 
ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ボードを静電気対策び 
されていない場所に置かないでください。静電気に関ずる説明は1曰目 
ページで詳しく説明していまず。 

• PCI ボードの実装については「オプションデバイスと取り付けス□ット 
一覧」 （173 ページ）を参照してス□ット番号を間違えないよラに実装 
して < ださい。 

• 取り付けた PCI ボードの用途にあわせて 「PCI Confi 呂 uration 」 の 
Option ROM の設定に14ぺージ参照）を行ってください。 

Option ROM の展開を無効にすることによりメモリの消費を防ぐだけで 
なく、起動時間を短縮することもできます。 



水冷モデルでは PCI #3、 #4は使用できません。 



マザーボード 
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オプションデバイスと取り付けス□ッ I -- 覧 

く 3.日インチディスクモデル/空冷冷却方式> 





ス□ツト 
(バス A ) 

ス□ット 
(バスの 

ス□ツト 
(バス C ) 





PCIe#l 

PCIe #2 

PCI #3 

PCI #4 


型名 

製品名 

PCI ス□ット性能#1 

x 8 

レーン 

x 4 

レーン 

32 -bit 

33 MHz 

備考 

PCI ス□ットサイズ 

Low Profile 



PCI ボードタイプ>1 

x 8 

ソケット 

己 V 




搭載可能な 
ボードサイズ 

MD 2 


N 8103 -95 

SCSI コント□ーラ 

(力ード性能： 64bit/66MHz PCI) 

- 

- 

〇 

〇 

- 

N 8 103-75 

SCSI コント□ーラ 

(力ード牲能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

— 

〇 

〇 

N8 103- 107と混在不可 

N 8103 -107 

SCSI コント□ーラ 

(力ード牲能： PCIEXPRESS(xl)) 

〇 

〇 

- 

- 

N8 103-7 日と混在不可 

N 8103 -109 

RAID コント□ーラ 
(128MB,RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード牲能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

- 

- 

- 

- 

N 8103 -116 A 

RAID コント□—ラ (128MB, RAID 0/1) 
(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

- 

- 

- 

— 

N 8104 -88 

100BASE-TX 接続ボード 
(力ード牲能： 32bit/33MHz PCI) 

- 

- 

〇 

〇 

- 

N 8104 -109 

1000 BASE-SX 接続ボード 
(力ード牲能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

— 

〇 

〇 

最大 1 枚まで 

N81 04- 115/に2/126と瀑在不可 

N 8104 -115 

1000 BASE-T 接続ボード 

(力ード牲能： 64bit/133MHz PCI-X) 

- 

- 

〇 

〇 

最大 1 枚まで 

N8 104- 109と混在不可 

N 8104 -に 2 

1000 BASE-T 接続ボードに ch) 

(力ード牲能： PCI EXPRESS(x4)) 

〇 

〇 

- 

- 

N8 104- 122同±の Teaming によ 
り AFT/ALB を サポート 

10BASE-T は未サポート 

N8 104- 109と混在不可 

N 8104 -に 6 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード牲能： PCIEXPRESS(xl)) 

〇 

〇 

- 

- 

N8 104- 126同±の Teaming によ 
り AFT/ALB を サポート 

10BASE-T はホサポート 

N8 104- 109と混在不可 

N 81 17-01 A 

増設 RS-232C コネクタキット 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大 1 枚まで 


〇搭載可能 一搭載不可 

*1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。く例>1レーン =2.5 Gbps (片方向）、4レーンニ lOGbps (片方向) 
ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数下のカードが接続可能。 

く例 > x 4 ソケットー x 1 カード、 x 4 カードは搭載可能。 x 8 カードは搭載不可。 

* 搭載可能なボードの奥行きサイズは167.6 mm まで （ MD 2)。 

* 各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

* 製品名のカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□、ソトよりも PCI 力ードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作しまず。 

標準ネットワークについて 

標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / ALB の Teaming を組むことはできません。 
































174 内蔵オプションの取りがけ 


く 3.5 インチディスクモデル/水冷冷却方式> 





ス□ット 
(バス A ) 

ス□ット 
(バス B ) 





PCIe#l 

PCIe #2 


型名 

製品名 

PCI ス□ット性能1 

x 8 

レーン 

x 4 

レーン 

備考 

PCI ス□ットサイズ 

Low Profile 



PCI ボードタイプ#1 

x 8 

ソケット 




搭載可能な 
ボードサイズ 

MD 2 


N 8103 -107 

SCSI コント□—ラ 

(力ード性能： PCI EXPRESS(xl)) 

〇 

〇 

- 

N 8103 -109 

RAID コント□-ラ 
(128MB,RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

- 

- 

N 8103 -116A 

RAID コント□-ラ （128MB，RAID 0/1) 
(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

- 

- 

N 8104 -に 2 

1000 BASE-T 接続ボードにか） 

(力ード牲能： PCI EXPRESS(x4)) 

〇 

〇 

N8 104- 122同±の Teaming によ 
り AFT/ALB をサポー ト 

10BASE-T は未サポート 

N 8104 -に 6 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード牲能： PCI EXPRESS(xl)) 

〇 

〇 

N8 104- 126同±の Teaming によ 
り AFT/ALB をサポー ト 

10BASE-T は未サポート 


〇搭載可能 一搭載不可 

*1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。く例 >1レーンニ 2.5Gbps (片方向）、4レーンニ1日 Gbps (片方向) 
ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数 U 下のカードが接続可能。 

く例 >x4 ソケットー x1 カード、 x4 カードは搭載可能。 x8 カードは搭載不可。 

* 搭載巧能なボードの奥行きサイズは167.6 mm まで （MD2)。 

* 各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

* 製品名のカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□、ソトよりも pa カードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作しまず。 


標準ネットワークについて 

標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT/ALB の Teaming を組むことはできません。 
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く 2.日インチディスクモデル/空冷冷却方式> 


型名 


ス□ット 
(バス A ) 

ス□ット 
(バス B ) 

ス□ット 
(バス C ) 

備考 



PCIe#l 

PCIe #2 

PCI #3 

PCI #4 

製品名 

PCI ス□ット性能1 

x 8 

レーン 

x 4 

レーン 

32 -bit 

33 MHz 

PCI ス□ットサイズ 

Low Profile 

PCI ボードタイプ#1 

x 8 

ソケット 

己 V 

搭載可能な 
ボードサイズ 

MD 2 

N8 103-95 

SCSI コント□—ラ 

(力ード性能： 64bit/66MHz PCI) 

- 

- 

〇 

〇 

- 

N8 103-75 

SCSI コント□—ラ 

(力ード牲能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

— 

〇 

〇 

N8 103- 107と混在不可 

N 8103 -107 

SCSI コント□—ラ 

(力ード牲能： PCIEXPRESS(xl)) 

〇 

〇 

- 

- 

N8 103-7 日と混在不可 

N 8103 -109 

RAID コント□ーラ 
(128MB,RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード牲能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

- 

- 

- 

HDD を搭載するためにはいずれか 
の RAID コント□ーラを搭載する 
必要があります。 SSD を搭載する 
ためには、オンボード単体もし< 

は RAID コント日ーラ（N8103- 
109のみ）を搭載する必要があり 
ます。 

N 8103 -116A 

RAID コント□-ラ （128MB，RAID 0/1) 
(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

- 

- 

- 

N8103-117A 

RAID コント□ーラ 
(128MB,RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

- 

- 

- 

N 8104 -88 

100BASE-TX 接続ボード 
(力ード牲能： 32bit/33MHzPCI) 

- 

- 

〇 

〇 

- 

N 8104 -109 

1000 BASE-SX 接続ボード 
(力ード牲能： 64bit/133MHz PCI-X) 

- 

- 

〇 

〇 

最大 1 枚まで 

N81 04- 115/に2/126と瀑在不可 

N 8104 -115 

1000 BASE-T 接続ボード 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

— 

〇 

〇 

最大 1 枚まで 

N8 104- 109と混在不可 

N 8104-に2 

1000 BASE-T 接続ボードにか） 

(力ード牲能： PCI EXPRESS(x4)) 

〇 

〇 

- 

- 

N8 104- 122同±の Teaming によ 
り AFT/ALB をサポー ト 

10BASE-T は未サポート 

N8 104- 109と混在不可 

N 8104-に6 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード牲能： PCIEXPRESS(xl)) 

〇 

〇 

- 

- 

N8 104- 126同±の Teaming によ 
り AFT/ALB をサポー ト 

10BASE-T はホサポート 

N8 104- 109と混在不可 

N81 17-01A 

増設 RS-232C コネクタキット 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大 1 枚まで 


〇搭載可能 一搭載不可 

*1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。く例>1レーンニ 2.5Gbps (片方向）、4レーンニ lOGbps (片方向) 
ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数 U 下のカードが接続可能。 

く例 >x4 ソケットー x1 カード、 x4 カードは搭載可能。 x8 カードは搭載不可。 

* 搭載可能なボードの奥行きサイズは167.6 mm まで （MD2)。 

* 各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

* 製品をのカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□、ソトよりも PCI 力ードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作しまず。 

標準ネットワークについて 

標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT/ALB の Teaming を組むことはできません。 
































176 内蔵オプシヨンの取りがけ 


く 2.日インチディスクモデル/水冷冷却方式> 





ス□ット 
(バス A ) 

ス□ット 
(バスの 





PCIe#l 

PCIe #2 


型名 

製品名 

PCI ス□ット性能1 

x 8 

レーン 

x 4 

レーン 

備考 

PCI スロットサイズ 

Low Profile 



PCI ボードタイプ#1 

x 8 

ソケット 




搭載可能な 
ボードサイズ 

MD 2 


N 8103 -107 

SCSI コント□-ラ 

(力ード牲能： PCI EXPRESS(xl)) 

〇 

〇 

- 

N 8103 -109 

RAID コント□-ラ 
(128MB, RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード牲能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

- 

HDD を搭載するためにはいずれか 
の RAID コント日ーラを搭載する 

N 8103 -116A 

RAID コント□-ラ （128MB，RAID 0/1) 
(力ード牲能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

- 

必要があります。 SSD を搭載する 
ためには、オンボード単体もし< 

は RAID コント日ーラ（N8103- 

N8103-117A 

RAID コント□ーラ 
(128MB, RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

- 

109のみ）を搭載する必要があり 
ます。 

N 8104 -に 2 

1000 BASE-T 接続ボードにか） 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x4)) 

〇 

〇 

N8104-に2同±の Teaming によ 
り A FT/ALB をサポート 

10BASE-T は未サポート 

N 8104 -に 6 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード牲能： PCI EXPRESS(xl)) 

〇 

〇 

N8104-に6同±の Teaming によ 
り A FT/ALB をサポート 

10BASE-T はホサポート 


〇搭載可能 一搭載不可 

*1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。く例>1レーンニ 2.5Gbps (片方向）、4レーンニ lOGbps (片方向) 
ソケット：コネクタサイズを示ず。ソケット数]:下のカードが接続可能。 

く例 >x4 ソケットー x1 力ード、 x4 力ードは搭載可能。 x8 カードは搭載不可。 

* 搭載可能なボードの奥行きサイズは167.6 mm まで （MD2)。 

* 各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

* 製品をのカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□、ソトよりも PCI カードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作しまず。 

標準ネットワークについて 

標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT/ALB の Teaming を組むことはできません。 
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取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取り付けを行います。詳細について 
は、ボードに添付の説明書を参照して<ださい。 


1. 取り付け前に、取り付けるボードでスイッチやジャンパの設定が必要な場含は、 
ボードに添付の説明書を参照して正しく設定しておく。 

2. 1日7ページを参照して取り外しの準備をする。 

3. 1日8ページを参照してサイドカバーを取り外す。 


4. PCI ス□ツト U テンションを開 
く。 


日.取り付けるス□ットと同じ位置に 
ある増設ス□ットカバーを取り外 
す。 




wO 取りタルたス□ットカバーは大切に保管してくださし、。 





















178 内蔵オプションの取りがけ 


6. ボードの部品面を本装置底面側に向け、ボードのリアパネルをフレームのガイドに 
しっかりと当ててからボードの接続部分がス□ットに確実に接続するよラしっかり 
とボードを押し込む。 



kO うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取 
り付け直してください。ボードに過度の力を加えるとポードを破損ずるおそれ 
がありまずのでま意してください。 


7. PCI ス□ットリテンションを閉じ 
る。 

「カチ、ソ」と音がして□、ソクされま 
す。 



8. 本装置を組み立てる。 

9. 本装置の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 

10. BI 日 S セットアップユーテイリテイを起動して rAdvancedJ メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 


八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは212ページをご覧ください。 
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取り付け後の設定 

取り付けたボードのタイプによっては、取り付け後にユーティリティ（本装置の BIOS セット 
アップユーティリティやボードに搭載•添がされているセットアップユーティリティ）を使っ 
て本装置の設をを変更しなければならない場合があります。 

ボードに添付の説明書に記載されている内容に従って正しく設をしてください。 

なお、本装置では電源 ON 後に PCI バス番号のルさい順にス羊ャンをします。ボードに搭載さ 
れたオプション ROM 内に目 IOS ユーティリティが格納されている場合は、 PCI バス番号のルさ 
い順にその起動メッセージ（バナー）を表示します。 


取り外し 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続されている PCI ボードの取り外しを行います。 

1 . 1日7ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 1曰8ページを参照してサイドカバーを取り外す。 

3. 取り付け手順の4を参照して PCI ス□ットリテンションを開く。 

4. ボードを取り外す。 

己.増設ス□ットカバーを取り付け、取り付け手順7を参照して PCI ス□ットリテン 
ションを閉じる。 

6. 本装置を組み立てる。 

7. 本装置の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 

8. 目 IOS セットアップユーテイリテイを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

A - ドウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは212ページをご覧ください。 






180 内蔵オプションの取りがけ 


N 8117-01八増設1=13-232ロネクタ夺ットの取り付け 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取り付けを行います。詳細について 
は、 コネクタキッ トに添付の説明書を参照してください。 


N 811 7-01 A 増設 RS -232 C コネクタキットは空冷モデルのみに取り付けること 
ができます。 


2 . 

3. 

4. 


1己7ページを参照して取り外しの準備をする。 

1己8ページを参照してサイドカバーを取り外す。 

177ページを参照して PCI ス□ットリテンションを開く。 

取り付けるス□ットと同じ位置にあ 
る増設ス□ットカバーを取り外す。 



m 


取りがしたス□ットカバーは大切に保管してくださし、。 


己.ブラケットの先端がフレームのガイドに正しく差し込まれていることを確認し、 
しっかりと取り付ける。 



N 8117-01 A 増設 RS -232 C コネクタキットは出荷時に Low Pro 川 e 用の PCI ブラ 
ケットが取り付けられています。 
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6. 他の PCI ボードに緩衝しないよラケーブルをフ オー ミングしてマヴーボード上の内 
部接続用 COM コネクタに接続する。 

内部接続用 COM コネクタの位置は下を参照してください。 



• ケーブルを接続ずる場合、コネクタの極性キーを合わせて誤接続しない 
よラま意して < ださい。 

• N 8117-01八増設円3-232じコネクタキットにはコネクタが2種類同個 
されています。本装置では 「 RS -232 C ケーブル （ A )」 を使用します。 



7. 取り外したス□ッ ト カバーや工具、ネジ等が装置内部に残っていないことを確認し 
て装置を組み立てる 



























































182 内蔵オプションの取りがけ 


DIMM 


DIMM ( DualIn-line Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM コネクタに取り付けます。マ 
ザーボード上には DIMM を取り付けるコネクタが4個あります。 

メモリは最大 8 G 巨 （2 G 巨 X 4 枚）まで増設できます。 


• 轉社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなく、本装置び故障するお 
それがあります（これ5の製品び原因となった故障や破損についての修 
理は保証期間中でも有料となります)。 

• DIMM は静電気に弱い電子部品でず。取り扱う場合は必ずリストスト 
ラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）を着用し、身体の静電気 
を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分 
を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。 
静電気に対ずるを意については、1日目ぺージで説明しています。 

• オペレーティングシステムびヴポートする最大メモリ容量と利用可能な 
メモリ容量は次のとおりです。 


挖載メモリ容量：〜 4GB 一利用可能メモリ容量：搭載メモリ容量と同じ 

搭載メモリ容量： 4G 〜 8GB 一利用可能メモリ容量：搭載メモリ容量と 

同じ（ただし、 0S により 4GB まで） 

搭載メモリ容量： 8GB 〜一利用可能メモリ容量： 8GB まで 

またチップセットの仕様などにより PCI ソース領域として約7已 OMB メ 
モリを使用するため、実際に使用できるメモリ容量は搭載メモリ容量よ 
り少なくなることびあります。（搭載する PCI カードの種類/枚数によつ 
て多少変動します。） 


本装置背面 


DIIMM#2 DIIMM #4 



また、本装置ではメモリの Dual Charnel メモリモードをサポートしています。 

Dual Charnel メモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が2倍となります。 
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ヴポートずる最大メモリ容量 

本装置は基本アーキテクチャ （ x 86 アー羊テクチャ）の仕様ならびにサポートする 0 S の仕様 
により、使用可能なメモリ容量が変わります。 


• メモリホールについて 

- x 86 アー羊テクチヤ （ IA -32) は 、 「Memory Mapped I / O 方式」を探用しており、 
各種 I / O デバイス（オンボードデバイスや PCI デバイスなど）の制御のために固を的 
にメモリ領域（メモリホール）を確保します。 

ー メモリホールは、搭載メモリの容量に関係なく、物理 4 GB じ(下の一をのメモリ空間 
を HW 予約空間として磕保し、その空間は 0 S からは利用できないため、物理メモリ 
3 G 目〜 4 G 目搭載時はメモリホール分、実際に利用できるメモリが減少する場合が 
あります。 

• メモリホール補完機能 （Memory Reclaim 機能） 

- 本装置はメモリホールを補完する Memory Reclaim 機能を標準搭載しています。 

— Memory Reclaim 機能は HW (チップセット）じて、メモリホール分の物理メモリ 
のアドレスを remap することで搭載物理メモリ容量すべてを利用することが可能と 
なります。 

- 0 S のサポートメモリ容量によっては remap メモリ領域を利用できない場合があり 
ますので、サポートする 0 S により利用巧能なメモリ容量が変わります。 


メモリホール（物理 4 GB 搭載時の例） Memory Reclaim 機能（物理 4 G 目搭載時の例) 

0 S 利用巧能メモリ：約 3.3 G 目 0 S 利用巧能メモリ：約 4 GB * 



物理 

4 GB 


Remap 

メモリ 


メモリ 
ホール 


ィも^ OS から 
(約701 


から利用不可 
I 0 MB ) 


メモリ ホール 上の 
物理メモリを 
HW にて Remap 

OS からは物理メモリ 
搭載分が利用可能 


OS から利用可 
(約 3.3 GB ) 


物理 

0 GB 


物埋 

メモリ 


ネ 0 S のサポートメモリが物理メモリ+メモリホールの 
合計容量をサポートしている場合。 


























184 内蔵オプシヨンの取りがけ 


• ヴポート 0S ごとの最大メモリ容量一覧 


ヴポート 0 S 

各 OS び 
ヴポートずる 
最大メモリ容量 

本装置がヴポートずる 
最大メモリ容量 

Windows small Business Server 200 3 R 2 

Windows Server 2003, Standard Edition ( SP 1) 
Windows Server 2003 R 2, Standard Edition 

Windows Server 2008 Standard Edition 

4 GB 

4 GB ( HW-DEP 機能を利用する場合） 

ネ 出荷時のデフォルト設定 

約 3.3 GB ( HW-DEP 機能を利用しな 

し''胃 a ノ 
:ち音： 

HW-DEP 機能を利用しない場合は、 

BIOS セットアップにて Execute 

Disable Bit (XD Bit ) を Disable に変 
更してください。出荷時は Enable じ 
設定されています。 

Windows Server 2003 R 2, Standard x 64 Edition 
Windows Server 2008 Standard x 64 Edition 

32 GB 

8 GB 

RedHat Enterprise Linux 5 Server ( x 86) 

RedHat Enterprise Linux ES 4 ( x 86/ EM 64 T ) 

16 GB 

8 GB 

RedHat Enterprise Linux 5 Server ( EM 64 T ) 

256 GB 

8 GB 


増設順序 

DIMM は 、 Dual Charnel メモリモードを使用する場合と使用しない場合で増設順唐や増設単位 
が異なります。 

• Dual Channel メモリモードを使用しない場合 

DIMM #1 一 DIMM #2 一 DIMM #3 一 DIMM #4 の順に1枚単位で増設します。 

• Dual Channel メモリモードを使用する場合 

次の条件を守ってください。 

- 2枚単位で取り付けてください。 

- 取り付ける2枚のメモリは同じ容量で同じ仕様のものを使ってください。 

- 取り付けるス□、ソトは DIMM #1 と DIMM #3、 または DIMM #2 と DIMM #4 を一組とし 
てください（使用する組に順唐はありません)。 

次に搭載例を示します。 


搭載例 

Dual Channel 

メモ U モード 

DIMM #! 

DIMM #2 

DIMM #3 

DIMM #4 

例1 

動作する 

512 MB 

DIMM (標準） 

(未搭載） 

5 に MB 

DIMM 

(未搭載） 

例2 

動作する 

512 MB 

DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

5 に MB 

DIMM 

1 GB 

DIMM 

例3 

動作しない 

512 MB 

DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

5 に MB 

DIMM 

(未搭載） 

例4 

動作しない 

512 MB 

DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

(未搭載） 

1 GB 

DIMM 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取りがけます。 


2 . 

3. 

4. 
日. 


1日7ページを参照して取り付けの準備をする。 

1己8ページを参照してサイドカバーを取り外す。 

左側面が上になるように本装置をしっかりと両手で持ち、ゆっくりと静かに倒す。 


DIMM を取り付けるコネクタにある左ちのレバーを開く。 


DIMM を垂直に立てて、コネクタ 
にしっかりと押し込む。 



4/^ DIMM の向き(こを意してください。 DIMM の端子側(こは誤挿人を防止するため 
| fn 5] の キーとキース□、ソ トがあります。 


無理な力を加えたり斜めに差すと DIMM やコネクタを破損するおそれびあり 
ます。まっすぐ、ていねいに差し込んでください。 


DIMM が DIMM コネクタに差し a まれるとレバーが自動的に閉じます。 

6. レバーを確実に閉じる。 

7. 本装置を組み立てる。 

8. 本装置の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこ 
とを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については296ページを参照してください。 

9. SETUP を起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Memory Configuration 」 で増設 
した DIMM が BIOS から認識されていること（画面に表示されていること）を確認 
する （2 13ページ参照)。 

1日. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Confi 呂 uration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは212ページをご覧ください。 

11. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2008 64 -bit ( x 64) Edition の場合は 27 ぺージを参照してください。 
Windows Server 2008 32 -bit ( x 86) Edition の場合は 28 ぺージを参照してください。 
Windows Server 2003の場合は62ぺージを参照してください。 









186 内蔵オプションの取り付け 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエ 

区エック I ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ス□、ソトを確認して 

ください。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと装置は動作しません。 


1. 「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をする。 


2. 取り外す DIMM のコネクタの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 

DIMM の□ックが解除されます。 

3. DIMM を垂直に取り外す。 



wO 無理な力を加えたり斜めに抜くと DIMM やコネクタを破損するおそれびあり 
ます。まっすぐ、ていねいに引き巧いてください。 


4. 本装置を組み立てる。 

日.本装置の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこ 
とを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については296ページを参照してください。 

「 Advanced 」 メニューの [Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。八ード 
ウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは212ページをご覧ください。 

6. 故障した DIMM を交換した場合は 、 rAdvancedJ メニューの 「Memory 
Confi 呂 uration 」 で 、 「Memory Retest 」 を 「 Yes 」 にする。 

エラー情報をクリアするためです。詳しくは213ページをご覧ください。 

7. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2008 64 -bit ( x 64) Edition の場合は 27 ぺージを参照してください。 
Windows Server 2008 32 -bit ( x 86) Edition の場合は 28 ぺージを参照してください。 
Windows Server 2003の場合は62ぺージを参照してください。 
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ファイルデバイス 

本装置には、光ディスクドライブや M 0 ドライブ、磁気テープドライブなどのバックアップデ 
バイスを取り付けるス□、ソトがあります。増設ス□、ソトは標準の状態で1ス□、ソトあります。 



搭載するデバイスにより、オプションのコントローラボードと内蔵ケーブルが 
必要になります。詳しくは「ケーブル接続」を参照してください。 












































































188 内蔵オプションの取りがけ 


取り付け 

次の手順に従ってファイルデバイスを取り付けます。ここではオプションの SCSI ファイルデ 
パイスを中ムに説明します。 

1. デバイスの設定をする。 

デバイスベイに取りがけるデバイスの設をはじ(下のとおりです。 


デバイス 

設定 

SCSI デバイス 

終端抵抗 OFF * 


* オプションの内蔵 SCSI ケーブル （ K 410-181(00)) には終端が取り付けられているため、 

デバイス側の終端抵抗の設定は OFF に設定しまず。 


wO SCSI デバイスを搭載する場 S ま、 SCSI ID び同じケーブルに接続されている 
他の機器と重な5ないように設定してください。 


2. 1日7ページを参照して取り付けの準備をする。 

3. 1日8ページと1目日ページを参照してサイドカバーとフ□ントマスクを取り外す。 



日.ブランクノ くネルからネジ4本を外 
し、レールを取り外す。 
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取りがしたブランクパネルは大切に保管してくださし、。 


7. ファイルデバイスを装置に差し込 
む 


デバイスにケーブルを接続するた 
め、完全に奥まで押し込まないで 
ください。 



8. 取り付けた3.己インチデバイスにインタフェースケーブルと電源ケーブルを接続す 
る。 

詳しくは、この後の「ケーブル接続」 （192 ページ）を参照してください。 

9. 「カチッ」と音がして□ックされるまでデバイスを完全に奥まで押し込む。 

10. 装置を組み立てる。 

11. SCSI デバイスの場合は、 SCSI コント□—ラの巨 I 0 S ユーティリティを使って転送 
速度などの設定をする。 

詳しくは SCSI コント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

12. 必要により搭載したデバイスのデバイスドライバをインス I -ールする。 

詳し<はデパイスに添付の説明書を参照して<ださい。 


取り外し 

ファイルデバイスは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。デバイスを取り外し 
たままにする場合は、保管していたブランクパネルを取り付けてください。 








190 内蔵オプションの取りがけ 


フ□ッピーディスクドライブ 

オプションでフ□、ソピーディスクドライブを搭載することができます。 


取り付け 


1 . 1日7ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 1日8ページと1目日ページを参照してサイドカバーとフ□ントマスクを取り外す。 



wO 取りタルたブランクノはルは大切に保管してください。 


4. ブランクノ くネルからネジ4本を外 
し、レールを取り外す。 



己.フ□ッピーディスクドライブに取 
り外したレールを取り付ける。 



W-0 固定に使うネジはオプションのデバイスに添付のネジを使用してください。指 
定似がのネジを使用するとデバイスを破損するおそれびありまず。 
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6. 本装置に添付のフ□ツピーデイス 
クドライブ用ブランクパネルを取 
り付ける。 

図のように付属のネジ2本で固を 
してください。 


7. フ□ッピーディスクドライブを装 
置に差し込む 

図のように元に戻します。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされる 
まで押し込んで<ださい。 


8. 取り付けたフ□ッピーディスクドライブにインタフェースケーブルと電源ケーブル 
を接続する。 

インタフェースケーブルはフ□、ソピーディスクドライブに添付されています。詳し 
くは、この後の「ケーブル接続」 （192 ページ）を参照してください。 

9. 装置を組み立てる。 

10. 巨 I 0 S セットアップメニューでフ□ッピーディスクドライブの設定を変更する。 

(1) [ Main ] 一 [Legacy Diskette A :] を [1.44/1.25 M 目3 2/1"] に変更します。 

(2) [ Exit ] 一 [Exit Saving Changes ] を選択し、再起動してください。 

(3) 再度目 I 0 S セットアップメニューに入り、旧〇〇ロ メニューで Excluded from 
boot order に表示されている Legacy Floppy Drives に力ーソルを合わせく x > 
丰 一を押して Boot priority order へ移動します。 

(4) く+ >キーを押して希望の Bo 饥順位に移動します。 CD-ROM の次になるよう 
に設をすることを推奨します。 


取り外し 




フ□、ソピーディスクドライブは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。 




192 ケーブル接続 


ケ-ブル接続 


装置内部のデバイスのケーブル接続例を示します。 


インタ フエー スケーブル 


インタフェースケーブルの接続について説明します。 


ここで示す図は接続を中ん、として説明しています。マザーボード上のコネクタ 
ふ%^ の詳細については「マザーボード」（132ぺージ）を参照してください。 


J \- ドディスクドライブの接続 

八ードディスクドライブの接続について説明します。 

3.日インチディスクモデルの場舍 

八ードディスクドライブを増設した場合は、次の図のとおりにケーブルを接続します。八ード 
ディスクドライブは下のス□、ソトから順に取り付けてください。 



S - ATA ケーブル（八ードディスクドライブ用) 
S - ATA ケーブル（光ディスクドライブ用） 


^ SATA ケーブルはライトアングルのコネクタをマザーボード儲こ、ストレート 
のコネクタを八ードディスクドライブ側に接続します。 

マザーボード上のコント□ーラを利用して RAID システムを構築することができます。構築で 
きる RAID レベルや構築方まの詳細については、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 
(234ページ）を参照してください。 
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• RAID コント□ーラ （N 8103 -109/1 1目 A) を増設している場合 

RAID コント日ーラ （ N 8103 -109/ 11 6 A ) を増設している場合は、き用のケーブル （ K 410- 
183 (00))が必要です。八ードディスクドライブは、下のス□、ソトから順に取り付けて 
ください。 



内蔵 SATA ケーブル ( K 410-183(00)) S - ATA ケーブル（光ディスクドライブ用） 

バッテリケーブル（増設バッテ U に添付 ）I " , LED ケーブル（内蔵 SATA ケーブルに添付) 

























































194 ケーブル接続 




RAID LED ケーブルについて 

RAID コント□—ラに接続した八ードディスクドライブのアクセス状態 
を装置前面の D 旧 K アクセスランプで表、させるために、オプションの K 
コードケーブル （K 410 -183 (00))に添付のに D ケーブルを接続して 
<ださい。 

マザーボード上の LED コネクタと RAID コント□—ラ上のコネクタに接 
続してください。 
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2.日インチディスクモデルの場含 

SASA - ドディスクドライブを増設した場合は、次の図の通りにケーブルを接続します。八一 
ドディスクドライブはス□、ソト〇から順に取りがけてください。 



内蔵 SAS ケースレ ( K 410 -180 の0)) S - ATA ケースレ饼ディスクドライブ用） 

バッテ U ケーブル（増設バッテ U に添付）< » « > LED ケーブル俩蔵 SAS ケースレに添付) 


• ソリッドステートドライブをオンボードの SATA コント□ーラに接続する場合 

ソリッドステートドライブ （ SSD ) をオンボードの SATA コント□ーラに接続する場合 
は、専用のケーブル ( K 410-200(00)) が必要です。次の図の通りにケーブルを接続しま 
す。ケーブルの SATA コネクタに記載の番号と、マザーボードの SATA コネクタ番号を合 
わせて接続してください。また、マザーボードの SGPIO コネクタにもケーブルを接続し 
てください。ソリッドステートドライブはス□、ソト〇から順に取りがけてください。 













































































































































• ソリツドステートドライブをオンボードの SATA コント□—ラに接続ず 
る場合は、専用のケーブル （ K 410-200 (00))び^；、要でず。 

• オプションの RAID コント□—ラ( N 81 03-1 09/11 6 A /1 17 A ) を使 
用ずる場合は、専用のケーブル ( K 410-180 (00))び必要です。 

• SASyV - ドディスクドライブとソリツドステートドライブを湿在させる 
ことはでさません。 

• RAID LED ケーブルについて 

RAID コント□—ラに接続した八ードディスクドライブのアクセスが態 
を装置前面の D 旧 K アクセスランプで表5=、させるために、オプションの K 
コードケーブル （ K 410 -180(00)/ K 410 -200 (00))に添付の ！ _ED 
ケーブルを接続してください。 

マザーボード上の LED コネクタと SAS バツクプレーンボード上のコネ 
クタに接続してください。 
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3.5 インチデバイスの接続 

3.5 インチデバイスベイには SCSI デバイス、 USB デバイス（内部接続用）を搭載することがで 
きます。 


SCSI デバイスを搭載する場合 

接続は SCSI コント□-ラとき用の SCSI ケーブル ( K 410-181(00)) を使用します 。 SCSI ID は 
他の SCSI デバイスと重複しないようじ設をしてください。 SCSI ケーブル ( K 410-181(00)) 
には SCSI 接続の終端をするためのコネクタが取りがけられているため、 3.5 インチデバイスの 
終端の設をを無効にしてください。 



光ディスクドライブ 


SCSI デバイス 


SCSI ケーブル (K410-181(00)) S-ATA ケーブル（光ディスクドライブ用) 

















































198 ケーブル接続 


USB デバイス（内部接続用）を搭載する場含 

ケーブルは専用の内蔵 USB ケーブル ( K 410-182(00)) を使用します。 


光ディスクドライブ 


USB デバイス 


US 目ケーブル （ K 410 -182(00)) S - ATA ケーブル（光ディスクドライブ用) 




水冷モデルの場合 

• USB デバイスは BTO 組み込み必須オプションとなります。 

• N 8151-81 内蔵 MO は搭載できません。 


フ□ッピーディスクドライブを搭載する場含 

ケーブルはフ□、ソピーディスクドライブじ添付のものを使用します。 



光ディスクドライブ 


フ□ッピーディスクドライブ 


S - ATA ケーブル（光ディスクドライブ用） 

フ□ッピーディスクケーブル（フ□ッピーディスクドライブに添付) 
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電源ケーブル 


電源ケーブルの接続例を示します。ここに示す電源ケーブルじ(外は本装置では使用しません。 

3.日インチディスクモデルの場合 


P11 



2.曰インチディスクモデルの場台 



電源ケーブル 


P 10 



















































































200 システム BIOS のセツトアップ ( SETUP ) 


システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 

Basic Input Output System (BIOS) の設定方法について説明します。 

導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設を 
してください。 



SETUP は八ードウエアの基本設ををするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < てち実行できます。 

SETUP で設をされる内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



Bi 


• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定ずることびできます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルびあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変 
要びできます。 「 Supervisor 」 のパスワードび設定されている場合、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目び限5れ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーティリティは、最新のパージョンびインス!ルされてい 
ます。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場台があり 
ます。設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サー 
ビス会社に問い合わせて ください。 
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3.5 インチ八ードディスクドライブ搭載モデルで、オンボードの SATA コント□ーラを使用す 
る場合、 0S によってサポートするモードが異なります。 

Windows : AHCI モードまたは RAID モード 

• AHCI モードの設を 

BIOS Setup メニューから 「Advanced」 一 「Peripheral Configuration」 一 KATA AHCI 
Enable」 を 「Enabled」 に設定。 

• RAID モードの設を 

ジャンパスイッチで設をを行いますに39ページ）。 



2.5 インチハードディスクドライブ搭載モデルの場合、オンボードの SATA コン 
トローラによる RAID モードはサポートしません。 


Linux : IDE 互換モード 
• IDE 互換モードの設定 

BIOS Setup メニユーから 「Advanced」 一 「Peripheral Configuration」 一 「Native Mode 
OpratiorU を ["Serial ATA」 に設定。 

BIOS Setup メニユーから 「Advanced」 一 「Peripheral Configuration」 一 fSATA AHCI 
Enable」 を 「Disabled」I こ設定。 



Linux ではオンボードの SATA コントローラによる RAID モードはサポートしま 
せん。 







202 システム BIOS のセツトアップ ( SETUP ) 



装置の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に 「NEC」 □ゴが表示されます （SETUP の 
設をによっては POST (Power On Self-Test) の実行内容が表示されることがあります）。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F12> to boot 
from Network 

ここでく F2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 

じ(前に SETUP を起動してパスワードを設をしている場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 

Enter passwordC J 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます 。 r Used では、確認できる設をや、変更でき 
る設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次の羊一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、画面下にも 
表示されています）。 


サブメニューがあることを示す 


現在表示しているメニューを示す 



n カーソル羊一 （ t 、 i ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ カーソルキー（^、一） 

Main や Advanced、Security、Server、Boot、Exit などのメニューを選択します。 

□ <一>キー/く十 >车一 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、この羊一は無効です。 

□ く Enter〉 丰一 

選択したパラメータの巧をを行うときに押します。 

□ <Esc> キー 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「Exit」 メニューに進みます。 

n <F1>+- 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してくださし、 
SETUP の操作についてのヘルプ画面が表示されます。 <Esc> 羊一を押すと、元の画 
面に戻ります。 

□ く F 9> 羊一 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

n く Fio > 羊一 

設をしたパラメータを保存して SETUP を終了します。 









204 システム BIOS のセツトアップ ( SETUP ) 


設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
を W します。 


日付-時間の設定 


日付や時間の設定は、オペレーティングシステム上でもできます。 

rMain」 一 fSystem Time」 （時刻の設を） 
rMain」 一 fSystem Date」 （日付の設定:） 



rESMPRO / ServerManagerJ を使ってネットワーク経由で装置の電源を制御する 

「Advanced」 一 f Advanced Chipset Control」 一 「Wake On LAN/PME」 一 「Enabled」 
「Server」 一 「AC-LINK」 一 「Stay Off」 


八ードディスクドライブ関連 


A - ドディスクドライブの状態を確認する 

rMainJ -> KATA Port 172/3/4/5/6 J 一 表示を確認ずる 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「Server」 一 「AC-UNK」 一 「Power On」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「Server」 一 「AC-UNK」 一 「Stay Off」 


起動関連 


起動デバイスの順番を確認する 

「Boot」 ^起動順唐を磕認する 

装置に接続している起動デバイスの順番を変える、起動デバイスを登録する 

「Boot」 ^起動順唐を設をする 


W -0 起動可能なが付け周辺機器または内蔵デバイスを取り付けた後、必ず Boot メ 
Bta ニユーの Boot Priority Order を確認してください。起動可能なデバイスび 
Excluded from boot order に表示されている場合には、そのデバイスに力一 
ソルを合わせく x > キーを巧して Boot priority order へ移動しまず。 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 一表示を磕認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう 
に対応しています。 

DIMM #2 DIMM #4 



マザーボード 

メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 一 「Memory Retest」 一 「Yes」 一再起動す 
るとクリアされる 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実行する 

「Advanced」 一 fMemory Configuration」 一 「Extended RAM Step」 一 riM 目」一再 
起動すると詳細テストを実行する 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「Main」 一 f Advanced Processor Options」 一 [Processor CPUID」 一表示を確認する 

CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」 一 「Advanced Processor Options」 一 「Processor Retest」 一 「Yes」 一再起 
動するとクリアされる 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「Advanced」 一 「NumLock」 一 「Off (起動時に無効 ） /On (起動時に有効)」 






















































































206 システム巨 lOS のセットアップ （ SETUP ) 


チップセット関連 


使用する 0 S び Windows Server 2008の場合 

「Advanced」 一 「Advanced Chipset Control」 一 「Enable Multimedia Timer」 一 「Yes」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

["Security」 一 l"Set Supervisor Password」 ーパスワードを入力する 

["Security」 一 l"Set User Password」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor） 、ューザーパスワード （User） の順に設をします。 


外付け周辺機器関連 


外付け周辺機器に巧する設定をする 

rAdvanced」 一 「Peripheral Configuration」 一それぞれの機器に対して設ををする 


内蔵デバイス関連 


RAID コント□—ラボードまたは SCSI コント□—ラなどを取り付ける 

rAdvanced」 一 「PCI Configuration」 一 「PCI Slot n Option R0M(ri: ス□、ソト番号)」一 
「Enabled」 

J \- ドウエアの構成情報をクリアする（内蔵機器の取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」 一 [ResetConfiguration Data」 一 「Yes」 一再起動するとクリアされる。 


フ□ッピーディスク関連 


内蔵のフ□ッピーディスクドライブを取り付ける 

rMain」 一 「Legacy Diskette A:」 を r 1.44/1.25MB 3 2/1 "J に変更。 

設をを保存し、再起動後再度 BIOS セットアップメニューに入り、 「Boot」 一 「Excluded 
from boot order」 配下にある [Legacy 円 oppy Drives] に力ーソルを合わせ <x> 羊一を押 
して目〇饥 priority order へ移動させ、さらに<+>羊一を押して希望の Boot 順位に移動させ 

な 0 

* CD-ROM の次になるようじ設定することを推奨します。 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存して終了する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄して終了する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Discard Changes」 

現在の設定内容を保をする 

「Exit」 一 「Save Changes」 





208 システム BIOS のセツトアップ ( SETUP ) 


パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

参 Main メニュ ー 

• Advanc 目 d メニュ ー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 

• Boot メニュ ー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設をができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設をを説明 
をします。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup UtiLity 





Item Specific Help 

System Time : 

[[1:26:12] 


System Date : 

[01/18/2008 ： 





<Tab>, <Shift-Tab>, or 

Legacy Diskette A : 

[1.44/1.25 MB 31/2"] 

<Enter> selects field. 

Hard Disk Pre-DeLay : 

[30 Seconds] 


► SATA Port 

1 

[250GB SATA1 ： 


► SATA Port 

2 

[250GB SATA2 ： 


► SATA Port 

3 

[None] 


► SATA Port 

4 

[None] 


► SATA Port 

5 

[None] 


► SATA Port 

6 

[None] 


► Advanced 1 

Processor Options 



Language 


[English (US)] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 
項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Legacy Diskette A 

[Disabled] 

360 Kb 己%" 

1.2 MB 5 V4" 

720 Kb 3 V2" 

1.44/1.25MB 3V2" 
2.88 MB 3 V2" 

フ□、ソピーディスクドライブ（オプション） 

の設定をします。 

オプションの内蔵フ□、ソピーディスクを搭載 
した場合は 1.44/1.2 日 M 目3 1/2"( こ設定して 
ください。内蔵フ□、ソピーディスクを内蔵 
バックアップ装置に置き換えた構成で、 0S 
再インストールや保守時(こフ□、ソピーディス 
ク（外付け US 目 FDD) を使用する場合は、 
「Disabled」 に設定してください。 

Hard Disk Pre-Delay 

Disabled 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 
[30 Seconds] 

POST 中に初めて内蔵の SATA 八ードディス 
クドライブ(こアクセスする際に八ードディス 
クドライブの準備のための待ち時間を設定し 
ます。 

SATA Port 1 〜 6 


それぞれのポートじ接続されているデバイス 
のタイプを表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、化 
荷時の設定のまま(こしておいて < ださい。 

Advanced Processor 

Options 

— 

サブメニューを表示します。211ページを参 
照してください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Language 

正 nglish(US)] 

Fran が is 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 


BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているわ W ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件（温度：1〇で〜35た . 湿度： 20%〜 
80%)か5がれた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 
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Advanced Processor Options 

Main メニユーで 「Advanced Processor Options」 を選択すると、]: i 下の画面が表示されます。 
(搭載 CP U によってメニュー表示が異なります。） 


Phoemx TrustedCoreCtm) Setup UtiLity 

Main 


Advanced Processor Options 

Item Specific Help 

Processor Retest 

晒 ] 

Select 'Yes' , BIOS wiLL 

CPU Speed : 

2.33 GHz 

clear historical 

Processor CPUID : 

006FB 

processor status and 

Processor L2 Cache : 

4096 KB 

retest all processors 
on next boot - 

Cl Enhanced Mode 

EEnabLed] 


Execute Disable bit : 

EEnabLed] 


Intel SpeedStep(R) Technology : 

: [EnabLed] 


VirtuaLization Technology : 

[EnabLed] 


PECI Interface : 

[DisabLed] 



FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

[Yes] に設定するとプ□セ、ソサのエラー情報 
をクリアし、次回起動時(こすべてのプ□セッ 
サ(こ対してテストを行います。このオプシヨ 
ンは次回起動時(こ自動的(こ 「No」 に切り替わ 
ります。 

CPU Speed 

nnn GHz 

プ□セ、ソサの動作周波数を表示します（表示 
のみ)。 

Processor CPUID 

数値 (xxxxx) 

Error 

数値の場合はプ□セ、ソサの D を示します。 
「Error」 はプ□セ、ソサの故障を示します（表 
示のみ）。 

Processor L2 Cache 

nnn KB 

プ□セ、ソサのセカンド（二次）キャッシュサ 
イズを表示します（表示のみ)。 

C1 Enhanced Mode 

[Enabled] 

Disabled 

インテルプ□セ、ソサが提供する 「Enhanced 
Halt State(C1)J 機能の有効/無効を設定し 
ます。本項目はプ□セ、ソサが対応している場 
合のみ表示されます。 

Execute Disable Bit 

[Enabled] 

Disabled 

XD ビット機能の有効/無効を設定します。 

本項目は対応するプ□セ、ソサを搭載した場合 
のみ、表示されます。 

Intel SpeedStep(R) 
Technology 

[Enabled] 

Disabled 

インテルプ□セ、ソサが提供する「拡張版イン 
テル Speed Step テクノ □ジ」の有効/無効を 
設定します。本項目は対応するプ□セ、ソサを 
搭載した場合のみ、表示されます。 

Virtualization Technology 

[Enabled] 

Disabled 

インテルプ□セ、ソサが提供する r 仮想化技 
術」の有効/無効を設定します。本項目は対 
応するプ□セ、ソサを搭載した場合のみ、表示 
されます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

PECI Interface 

Enabled 

[ Disabled ] 

本装置では PECI をサポートしていません。 
[Disabled] か6変更しないでください。 


[]: 化荷時の設定 


Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 
項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> 羊一を押すとサブメニューが表 
示されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup UtiLity 




Item Specific Help 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Contiguraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen : 

[Disabled ： 


Reset Configuration Data : 

[No] 


NumLock : 

[Off] 


Memory/Processor Error : 

[Boot] 



FI 

Esc 


Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ 
Enter 


Change Values 
Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

[ Disabled ] 

起動時の自己診断 （POST) の実行画面を表 

Screen 

Enabled 

示させるか、表示させないかを設定します。 
「Disabled」 （こ設定すると、 POST の間、 

「NEC」 □ゴが表示されます。 tNEC」 □ゴ 
表示中に <Es にキーを押すと POST の実行画 
面に切り替わります。） 

Reset Configuration Data 

[No] 

Configuration Data (POST で記憶している 


Yes 

システム情報）をクリアするときは 「Yes」 

に設定します。システムの起動後じこのパ 
ラメータは「N0」に切り替わります。 

NumLock 

[Off] 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 


On 

定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

POST 中にメモリや CPU のエラーを檢化したと 


Halt 

きに POST を中断するかどうかを設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Memory ConTiguration 


Advanced メニューで 「MemoryConfiguration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


Phoemx TrustedCore(tm) Setup UtiLity 

Advanced 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

InstaLLed memory 

1024 MB 

Clears the memory error 

AvalLabLe to OS 

1022 MB 

status- 

Used by devices 

2 MB 


DIMM Group #1 Status : 

Normal 


DIMM Group #2 Status : 

Not InstaLLed 


DIMM Group #3 Status : 

Not InstaLLed 


DIMM Group #4 Status : 

Not InstaLLed 


Memory Retest : 

[CH] 


Extended RAM Step : 

: Disabled ： 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * -- > Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FI 日 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Installed memory 

— 

装置内蔵の基本メモリ容量を表示します 
(表示のみ)。 

Available to OS 

— 

OS で使用可能なメモリの総容量を表示しま 
す（表示のみ)。 

Used by devices 


装置内蔵の基本メモリ容量においてをデバ 
イスにより使用されているメモリの総容量 
を表示します（表示のみ)。 

DIMM Group #1-#4 

Status 

Normal 

N 饥 Installed 

Disabled 

メモリの現在の状態を表示します（表示の 
み)。 「 Normal 」 はメモリが取り付け6れて 
いて正常であることを 、 「Not Installed 」 は 
メモリが取り付け6れていていないことを 
示します。 「 Disabled 」 は DIMM が故障して 
いることを示します。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

[ Yes ] に設定すると、メモリのエラー情報 
をクリアします。故障した （「 Disabled 」 と 
表示された）メモリを交換したときは、エ 
ラー情報をクリアしてください。 

Extended RAM Step 

1 MB 

[ Disabled ] 

破;張メモリに対するテストを実行するかど 
うか、および実行する際のブ□ックサイズ 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示 
されます。 


Phoenix TrustedCoreCtm) Setup UtiLity 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard NIC 

PCI Slot 1Option ROM : [Enabled] 

PCI Slot 2 Option ROM : [Enabled] 

PCI Slot 3 Option ROM : [Enabled] 

PCI Slot 4 Option ROM : [Enabled] 

Additional setup menus 
to configure embedded 

CSA LAN controLLer. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ -- > Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1-4 Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI ス□、ソトじ接続されているデバイス 
(ボード）じ搭載されている BIOS の有効/無効 
を設定ずるサブメニューを表示します。取り 
付けようとしている RAID コント□-ラおよび 
SCSI コント□ーラなどじ 0 S がインストール 
されている八ードディスクドライブを接続す 
る際にはそのス□ットを 「 Enabled 」 じ設定 
してください。 0 S がインストールされていな 
い八ードディスクを接続する際、またはバッ 
クアップデバイスを接続する際はそのス□、ソ 
卜を 「 Disabled 」 じ設定してください。オプ 
ション ROM B の S を搭載した LAN コント □— 
ラボードを使用していて、このボードから 
ネットワークブートをしないときは 
「 Disabled 」 じしてください。 

オプション ROM の展開を無効じすることじよ 
り、メモリの消費を防ぎ、起動時間を短縮さ 
せることができます D 


[]： 出荷時の設定 
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Onboard MC 


Advanced メニューの PCI Configuration で Onboard N にを選択すると JU 下の画面が表示され 
ます。 


Phoemx TrustedCoreCtm) Setup UtiLity 

Advanced 


Onboard NIC 

Item Specific Help 

LAN ControLLer [ 团 EHEH 

Option ROM Scan: CEnabled] 

Enable or Disable the 

onboard LAN Device by 
setting item to the 

desired value. 


FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

オンボードのネットワークコント□ーラの 


[ Enabled ] 

有効/無効を設定します。 

Option ROM Scan 

Disabled 

オンボードのネットワークコント□—ラの 


[ Enabled ] 

BIOS の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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Peripheral Connguration 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 

Advanced 


PenpheraL 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A : 



Configure Serial Port A 

Base I/O address : 

[3F8/IRQ 4 ： 


using options : 

Serial Port B : 

[Enabled] 


[Disabled] 

Base I/O address : 

[2F8/IRQ 3] 


No configuration 

ParaLLeL Port : 

[Enabled] 


[EnabLed] 

Mode : 

[ECP] 


User conTiguration 

Base I/O address : 

[378] 



Interrupt : 

[IRQ 7] 



DMA channel : 

CDMA 1 ： 



PS/2 Mouse : 

[Enabled] 



USB ControLLer : 

[EnabLed] 


USB 2-0 ControLLer 

[Enabled] ▼ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


害 IJ り込みやべース I/O アドレスび他と重複しないように注意してください。設 
Bta 定した値び他のリソースで使用されている場合は黄色の「 * 」び表示されます。 
黄色の「 * 」び表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート A の有効/無効を設定しま 
す。 

Base I/O address 

[3F8/IRQ 4] 

2F8/IRQ 3 

3E8/IRQ 4 

2E8/IRQ 3 

シリアルポート A (こ割り当てる I/O アドレス 
と割り込みを指定します。 

Serial Port B 

[Enabled] 

Disabled 

シリアルポート目の有効/無効を設定しま 
す。 

オプションの RS232C コネクタ丰ットを増設 
した場合は、 Enabled じ設定してください。 

Base I/O address 

3F8/IRQ 4 
[2F8/IRQ 3] 

3E8/IRQ 4 

2E8/IRQ 3 

シリアルポート目(こ割り当てる I/O アドレス 
と割り} A みを指定します。 

Parallel Port 

Disabled 

[Enabled] 

パラレルポートを使用するかどうかを指定 
します。 

Mode 

Bi-directional 

EPP 

[ECP] 

パラレルポートに割り当てるモードを指定しま 
す。目 i-directional は双方向で通常動作スピード 
で通信します。 EPP は拡張パラレルポート規格 
で最大 25MB/ 秒での双方向 DMA- 圧縮伸長に 
よる高速モード通信です。 ECP は拡張パラレル 
ポート規格で最大 2MB/ 秒での双方向 DMA 圧 
縮伸長による高速モード通信です。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Base I/O address 

[378] 

278 

パラレルポート(こ割り当てる I / O アドレスを 
指定します。 

Interrupt 

IRQ 己 
[IRQ 7] 

パラレルポート(こ割り当てる割り} A みを指 
定します。 

DMA channel 

DDMA 1] 

DMAS 

パラレルポートの DMA 設定を選択します。 

PS /2 Mouse 

Disabled 

[ Enabled ] 

PS /2 マウスの有効/無効を設定します。 

USB Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 機器の有効/無効を設定します。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2.0 機器の有効/無効を設定します。 

Legacy USB Support 

Disabled 

[ Enabled ] 

US 目を正式(こサポートしていない OS でも 

US 目キーボードが使用できるようじするか 
どうかを設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアル ATA の有効/無効を設定します。 

Native Mode Operation 

Auto 

に erial ATA ] 

ATA の Native Mode を選択します。 Auto を 
選択するとレガシー DE 互換として I / O ポー 
卜を割り当てます 。 Serial ATA を選択すると 
PCI デバイスとして I / O ポートを割り当てま 
す。 

ミ主意： 

特定の OS は Native Mode をサポートしてお 
りません。 

SATA RAID Enable 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンボード SATA インタフェースを使った 
八ードディスクドライブの RAID システムの有 
効/無効を表示します（表示のみ）。 

RAID システムの有効/無巧の設走は、マザー 
ボード上のジャンパじより設定します。 

SATA AHCI Enable 

Disabled 

[ Enabled ] 

SATA のネイティブインタフェース仕様である 
AHCI (Advanced Host Controller Interface ) 

の有効/無効を設定します。この設定を変更し 
た場合、目 0 ot メニューの旧〇饥 priority order 
を必ず確認してください （「 Bo 饥」に26ペー 
ジ）参照)。 

注意： 

オンボードの SATA コント□ー ラを使用する 
場合、 OS によってサポートするモードが男 
なります。 

SATA AHCI Legacy Enable 

[ Disabled ] 

Enabled 

SATA AHCI Enable 項目を 「 Enable 」 に設 
定すると表示されます。 

AHCI Legacy モードの有効/無効を設定し 
ます。 


[]： 化荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 

Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control」 を選択すると、下の画面が表示され 
ます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 

Advanced 


Advanced 

Chipset ControL 

Item Specific Help 

Enable Multimedia Timer 

晒 ] 

EnabLe/DisabLe 

MuLtimedia Timer 

Wake On LAN/PME 

[EnabLed] 

support- 

Wake On Ring 

[Disabled] 


Wake On RTC Alarm 

[DisabLed] 


InteL(R) Vt-d: 

[EnabLed] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Enable Multimedia Timer 

No 

[ Yes ] 

マルチメディア(こ対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Windows Server 2008を使用される場合は、 
" Yes " に設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポートを介したリモートパワーオ 
ン機能の有効/無効を設定します。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムク□ックを利用したスケ 
ジュ ー リングパワーオン機能の有効/無効を 
設定します。 OS の電源制御機能を使用し、 

経過時間(こよりシステムスタンバイ状態か 

6 システム休止状態(こ移行させる場合(こは、 
[ Enabled ] に設定します。 

Intel ( R ) Vt-d 

[ Enabled ] 

Disabled 

インテルチップセットが提供する nntel ( R ) 
Virtualization Technology ror Directed I / O 」 
の有効/無効を設定します。 

この機能に対応しているプ□セ、ソサの場合 
(こ表示されます。 


[]： 出荷時の設定 
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Security 

力ーソルをに ecurity」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup UtiLity 
Security 


Supervisor Password Is : 

Clear 

Item Specific Help 


User Password Is : 

Clear 

User Password controls 

Set Supervisor Password 


access to the system at 

Set User Password 

[Enter] 

boot. 

Password on boot : 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector : 

[Normal] 


Diskette access : 

[Supervisor] 


► Security Chip Configuration 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * -- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter〉 羊一を押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設をを行います。 





• OS のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、保守サービス会社までお問い合せ 
<ださい。 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

パスワードの設定状態を示します。 

User Password Is 

Clear 

Set 

パスワードの設定状態を示します。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード人力画面(こなります。このパスワード 
ですベての SETUP メニューにアクセスでき 
ます。この設定は、 SETUP を起動したとき 
のパスワードの入力で [" Supervisor 」 で□グ 
オンしたときのみ設定できます。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面(こなります。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
す。 

Password on boot * 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの人力を巧う/巧わない 
の設定をします。先にスーパーバイザのパス 
ワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されてい 
て、このオプションが無効の場合は BIOS は 
ユーザーがブートしていると判断します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

八ードディスクドライブのブートセクタへの 
書き} A みを許可するか禁止するかどうかを設 
定します。 

Diskette access * 

User 

[ Supervisor ] 

フ□、ソピーディスクドライブじセツトしたフ 
□、ソピーディスクへのアクセス許巧を設定し 
ます。 


* パスワードを登録したとき(こ指定できます。 


[]: 化荷時の設定 
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Security Chip Connguration 

Security メニユーで ["Security Chip Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されま 
す。なお、下記の画面は 「TPM Support」 を [Enabled] に設をしたときの画面です。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 
Security 


Security Chip Configuration 

Item Specific Help 

TPM Support: [Enabled] 

Current TPM State: Enables and Deactivated 

Change TPM State: [No Change] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Supprt 

[ Disabled ] 

Enabled 

Trusted Platform Module ( TPM ) の有効/ 
無効を設定します。 

Current TPM State 


TPM Support を Enabled ] に設定した場 
合に、この項目が表示されます。 

現在設定されている TPM S ね te を表示しま 
す（表示のみ)。 

Change TPM State 

[No Change ] 

Enable and Activate 
Deactivate and Disable 
Clear 

TPM Support を Enabled ] (こ設定した場 
合に、この項目が表示されます。 TPM の機 
能を動作させるためには [Enabled & 

Active ] (こ設定します。 

なお、パラメータ変更後に本装置を再起動 
したとき(こ POST の終わりで確認画面が表示 
されます。ここで Execute を選択してくださ 
い。 


[]： 化荷時の設定 
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wO rchan 呂 e TPM State 」 で [No Chan 呂 e ] 杉がのパラメータを選択し 、 TPM 
S ね te の変更を行う場合、本装置再起動後の POST の終わりに下のメッセー 
ジび表示されます。 

設定変更を行うためには Execute を選択してください。 

Enable & Activate び選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State : Enable & Activate 

Note : 

This action will switch on the TPM 

Reject 

Execute 


Deactivate & Disable び選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State : Deactivate & Disable 

Note : 

This action will switch off the TPM 
WARNING !!! 

Doing so might prevent security applications 
that rely on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 


Clear び還択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State : Clear 

WARNING !!! 

Clearing erases information stored on the TPM . 
You will lose all created keys and access to 
data encrypted by these keys . 

Reject 

Execute 
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Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 

Server メニューで設をできる項目とその機能を示します。項目の前に「►」がついているメ 
ニューは、選択して<日が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 



を項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

Post Error Pause 

Disabled 

POST の実行中(こエラーが発生した際(こ、 


[Enabled] 

POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうか設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 


[Last State] 

供給されたときのシステムの電源の状態を 


Power On 

設定します（下記参照)。 


[]： 化荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設をと本体の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作を下 
の表に示します。 


AC 電源 OFF の前のが態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0FP 

Off 

Off 

Off 


* POWER/SLEEP スイ、ソチを4秒 J：i 上押し締ける操作です。強制的に電源を OFF (こします。 
この操作後には 「powerOn」 の設定がされていても電源 ON しません。 


こ UPS を接続している場合は 「 PowerOn 」 に設定:します。 

IriTfl UPS に接続している場合も10秒に Lb 経過してから ON になるようにスケジュー 
リ ングの設をを してくださし、。 
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System Management 

Server メニューで l"System Management」 を選択し、く Enter〉 羊一を押すと、下の画面が 
表示されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version : 

1-0-xxxx 

ALL items on this menu 

cannot be modified in 

Board Part Number : 

xxx-xxxxxx-xxx 

user mode. If any items 

Board Serial Number : 

xxxxxxxxxxxx 

require changes, please 

System Part Number : 

[N 8100 -xxxxx] 

consult your system 

System Serial Number : 

xxxxxxxxxx 

Supervisor 

Chassis Part Number : 

xxx-xxxxxx-xxx 


Chassis Serial Number : 

04 


Onboard LAN MAC Address 

: xx-xx-xx-xx-xx-xx 


GBIA Module Version : 

XX-XX 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -< — >• Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください（すべて表示のみ)。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 

- 

目10 S のバージョンを表示します。 

Board Part Number 

- 

マザーボードの部品番号を表示します。 

Board Serial Number 

- 

マザーボードのシリアル番号を表示します。 

System Part Number 

- 

装置のコードを表示します。 

System Serial Number 

- 

装置のシリアル番号を表示します。 

Chassis Part Number 

- 

シャーシの部品番号を表示します。 

Chassis Serial Number 

- 

シャーシのシリアル番号を表示します。 

Onboard LAN MAC 

Address 

— 

LAN コント□-ラの MAC アドレスを表示し 
ます。 

GBIA Module Version 

— 

GB 1 A のノ \'ー ジョンを表示します。 
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Console Redirection 

Server メニューで [Console Redirection」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、 U 下の画面が 
表示されます。 


Phoemx TrustedCoreCtm) Setup UtiLity 
Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port : 

Baud Rate [19.2K] 

FLOW Control [CTS/RTS] 

Terminal Type : [\/T100+] 

Continue Redirection after POST : [EnabLed] 

Remote Console Reset : [DisabLed] 

If enabled, it wiLL use 
a port on the 
motherboard- 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — >■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port A 

Serial Port B 

コンソール端末が接続されているコムポー 
卜のアドレスを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2k] 

38.4k 

57.6k 

115.2k 

コンソール端ホとの通信速度（ボーレート） 

を設定します。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS/RTS] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT100+] 

VT-UTF8 

コンソール端末の種類を選択します。 

Continue Redirection after 

[Enabled] 

コンソールリダイレクシヨンを POST 終了後 

POST 

Disabled 

に継続して実行する機能の有効/無効を設 
定します。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

リモートコンソールからのリセ、ソトの有効/ 
無効を設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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Boot 

力ーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設をする Bo 饥メニユーが表示されま 
す。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup UtiLity 



Item Specific Help 

Boot priority order: 


1: IDE CD: MATSHITADVD-RAM SW- 959 0A-( 

Keys used to view or 

2: USB CDROM: 

configure devices: 

3: Legacy Floppy Drives 

Up and Down arrows 

4: USB FDC: 

select a device. 

5: USB KEY: 

<+> and <-> moves 

6: IDE HDD: 

the device up or down. 

7: PCI SCSI: PO-ST 325082 ONS 

<f> and <r> specifies 

8: PCI BEV: IBA GE Slot 00C8 v1260 

the device fixed or 

Excluded from boot order: 

removable. 

: USB HDD: 

<x> exclude or include 

: Bootable Add-in Cards 

the device to boot. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


システムは起動時じこのメニューで設をした順番 I こデバイスをサーチし、起動ソフトウエアを 
見つけるとそのソフトウエアで起動します。 


表示項目 

デバイス 

IDE CD 

IDE の CD-ROM ドライブ 

USB CDROM 

USB CD-ROM ドライブ 

Legacy Floppy 
Drives 

内蔵フ□、ソピーディスクドライブ 

USB FDC 

US 目フ□、ソピーディスクドライブ 

USB KEY 

US 目フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

本体標準装備の八ードディスクドライブ 

(目 10 S セットアップで Native Mode Operation [Auto] または SATA AHCI Enable 
[Disabled] (こ設定した場合） 

PCI SCSI 

本体標準装備の八 ー ドディスクドライブ 

PCI BEV 

IBA GE Slot XXXX :本体標準装備の LAN。 

その他の表示： オプションの PCI ボード。 


1. 目 IOS は起動可能なデバイスを橫化すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスから起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ\イスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デバイスを選択後して <X> 车一を押すと、選択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は <X> キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 
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3. く t >キー/く i >キーとく+>キー/く一>キーで登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更でをます。 

各デバイスの位置へく t >キー/く i >キーで移動させ、く+>キー / く一>キーで優先 
順位を変更でさます。 



• EXPRESSBUILDER を起動ずる場合は、上図に示す順番に設定してく 
ださい。 

• デバイスを追加した場合や、デバイスの設定を変更した場合には 
「 Boot 」 メニュー起動順位の確認び必要です。 
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Exit 


カーソルを Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについてじ(下に説明します。 


• Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせ 
る時に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、確認の画面が表示 
されます。ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して 
SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 

• Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保をしないで SETUP を終わらせたい時じこの項目 
を選択します。ここで、「 N 0」を選択すると、変更した内容を保存しないで SETUP を終了 
し、システムは目 oot メニューで設定した順番でソフトウェアを起動します。 「 Yes 」 を選択 
すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 

• Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load 
Setup Defaults を選択すると、磕認の画面が表示されます。ここで、 「 Yes 」 を選択する 
と、デフォルト値に戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューの画面に戻ります。 

• Discard Changes 

今まで変更した内容を破棄し、 SETUP を起動するじ(前の設をに戻します。 


• Save Changes 

今まで変更した内容を保存し、 SETUP を続けます。 
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y セットとク y ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設をした内容を化荷時の設をに戻すときに参照して 
ください。 


IJ セツ 


0 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > キーと < AI わ羊一を押しながら、 < Delete > 
羊一を押してください。リセットが実行されます。 


W "0 リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
まいまず。ハングアップしたとき m がでリセットを行うときは、本装置びなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


OS から正常にシャツトダウンできなくなったときや、 POWER / SLEEP スイ、ソチを押しても電 
源を OFF にできなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

装置の POWER / SLEEP スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になりま 
す。履源を再び ON にするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON にしてくだ 
さい。） 


リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 










230 リセットとクリア 


CMOS メモリ•パスワードのクリア 


CMOS メモリに保存されている内容をクリアずる場合はマザーボード上のコンフィグレー 
シヨンジャンパを操作して行います。 



次にクリアする方法を示します。 



警告 


AA 

A® 

(§)< 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• 電源プラグを巧かずに取り扱わない 
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A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 

A A 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

A 

参 

中途半端に取り付けない 

参 

指を挟まない 

参 

高温ま意 


W -0 装置内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
■M どに触れて身体の静電気を逃がしてか5取り扱ってください。内部の部品や部 
品の端子部分を素手で触 5 ないでください。静電気に関ずる説明は 1 己目ぺージ 
で詳しく説明していまず。 


• CMOS メモリのクリア 

1 . 1日7ページを参照して準備をする。 

2. 1日8ページを参照してサイドカバーを取り外す。 

3. ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 


B1 


• 装置のジャンノ くピン1 -2 に付いているクリップを使用してください。 

• クリップをなくさないようま意してください。 


4. サイドカバーを取り付ける。 

日.電源コードを接続する。 

W -0 電源コードを接続ずるのみです。装置の電源を ON にずる必要はありません。 

6. 3秒ほど待って電源コードを取り外す。 

7. 1曰8ページを参照してサイドカバーを取り外す。 

8. ジャンノ くスイッチの設定を元に戻す。 

9. 本体を元どおりに組み立てて P 日 WER / SLEEP スイッチを押す。 

10. P 日 ST 中にく F 2> キーを押して BI 日 S セットアップユーティリティを起動して設定 
し直す。 
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• パスワードのクリア 

1 . 1日7ページを参照して準備をする。 

2. 1日8ページを参照してサイドカバーを取り外す。 

3. クリアしたい機能のジャンノ（スイッチの位置を確認する。 

4. ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 

230ページの図を参照してください。 

日.電源コード、キーボード、マウス、ディスプレイを接続して装置の電源を日 N にす 
る。 

6. じ(下のエラーメッセージで P 日 ST が停止します。 

ERROR 

8151: Password Cleared By Jumper . 

Press < F 1> to resume , < F 2> to Setup . 

7. 電源を日 FF にしていったん電源コードを取り外し、手順4で変更したジャンパス 
イッチの位置を元に戻す。 

8. サイドカバーを取り付け、周辺機器のケーブルと電源コードを接続する。 
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割り込みライン 

割り込みラインは、化荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設ずるときな 
どに参考にして<ださい。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

8 

リアルタイムク□ック 

1 

キーボード 

9 

Microsoft ACPI-Compliant 
System 

2 

カスケード接続 

10 

PCI 

3 

COM 2シリアルポート 

11 

PCI 

4 

COM 1シリアルポート 

12 

マウス 

己 

PCI 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

6 

フ□、ソピーディスク 

14 

プライマリ DE 

7 

八ラレル 

15 

セカンダリ DE 
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RAID システムのコンフイグレーシヨン 

ここでは、 3.5 インチ八ードディスクドライブ搭載モデルにおいて、オンボードの RAID コント 
日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ) を使用して、内蔵の八ードディスクドライブを RAID シス 
テムとして使用する方法について説明します。オプションの RAID コント□-ラ( N 8 103- 109/ 
116 A /117 A ) による RAID システムの使用方まについては、オプションに添付の説明書など 
を参照してください。 


RAID にごいて 


RAID の概要 

RAID (Redundant Array of Inexpensive Disks ) とは 

直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクドライブを複数まとめて扱う技 
術のことを意□末します。 


つまり RAID とは複数の八ードディスクドライブを1つのディスクアレイ（ディスクグループ) 
として構成し、これらを効率よく運用することです。これにより単体の大容量八ードディスク 
ドライブより高いパフォーマンスを得ることができます。 

オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ) では、1つの ディスク グルー 
プを複数の論理ドライブ(バーチャルディスク)に分けて設定することができます。 

これらの論理ドライブは、 0 S からそれぞれ1つの八ードディスクドライブとして認識されま 
す。 0 S からのアクセスは、ディスクグループを構成している複数の八ードディスクドライブ 
に対して並行して行われます。 

また、使用する RAID レベルによっては、ある八ードディスクドライブじ障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティからリビルド機能によりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 


RAID レベルについて 


RAID 機能を実現する記録方式じは、複数の種類(レベル)が存在します。その中でオンボードの 
RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ) がサポートする RAID レベルは 、 「RAID 0」 
「 RAID 1」です。ディスクグループを作成する上で必要となる八ードディスクドライブの数量 
は RAID レベルごとに異なりますので、下の表で確認してください。 


RAID レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID 0 

1 

2 

RAID 1 

2 

2 



各 RAID のレベル 詳細は 、 「RAID レベル」（2% ぺージ）を参照して くださし、。 
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ディスクグループ (Disk Group) 

ディスクグループは複数の八ードディスクドライブをグループ化したちのを表します。設を巧 
能なディスクグループの数は、八ードディスクドライブの数と同じ数です。 

次の図はオンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ) に八ードディスクドラ 
イブを2台接続し、2台で1つのディスクグループ ( DG ) を作成した構成例です。 

RAID コント□ーラ 


DG 0 容量160 G 巨 


八ードデイスク 八ードデイスク 

ドライブ1 ドライブ2 

(80 GB ) (80 GB ) 


バーチャルディスク (Virtual Disk) 

バーチャルディスクは作成したディスクグループ内に、論理ドライブとして設をしたものを表 
し、 0 S からは物理ドライブとして認識されます。設を可能なバーチャルディスクの数は、ディ 
スクグループ当たり最大8個、コント□ーラ当たり最大8個になります。 

次の図はオンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ) に八ードディスクドラ 
イブを2台接続し、2台で1つのディスクグループを作成し、ディスクグループに RAID 1のバー 
チヤルディスク ( VD ) を2つ設をした構成例です。 

RAID コント□ーラ 


DG 0 容量 160 GB 


^ —_ ^ 


^- - ィ 


VD 0-1 
己 0 GB 

^ — ^ 


VD 0-2 

50 GB 

^ — ^ 

VD 0 ( RAID 1) 
容量己 OGB 

VD 1-1 

30 GB 

^ 


VD 1-2 

30 GB 

^ 

VD 1( RAIDS ) 
容量 30 GB 


八ードディスク 八ードディスク 

ドライブ1 ドライブ2 

(80 GB ) (80 GB ) 
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ホツトスペア (Hot Spare) 

ホ、ソトスペアとは、冗長性のある RAID レベルで作成したディスクグループを構成する八ード 
ディスクドライブに障害が発生した場合に、代わりに使用できるようじ用意された予備の八一 
ドディスクドライブです。八ードディスクドライブの障害を橫化すると、障害を橫化した 
八ードディスクドライブを切り離し(オフライン）、ホ、ソトスペアを使用してリビルドを実行し 
永4 〇 


RAID レベル 

オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAD ) がサポートしている RAID レべ 
ルについて詳細な説明をします。 

オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ) がサポートする RAID レベルは、 
「RAID 0 」 「RAID 1」です。 


RAID レベルの特徴 

を RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID 0 

ストライピング 

なし 

ディスク2台]:上で構成されている場合、 
データ読み書きが最も高速 
容量が最大 

容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X 八ードディスクドライブ台数 

RAID 1 

ミラーリング 

あり 

八ードディスクドライブが2台必要 
容量=八ードディスクドライブ1台の容量 
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「 RAIDO 」 について 


データをを八ードディスクドライブへ分散して記録します。この方式を「ストライピング」と 
呼びます。 

図ではストライプ1(八ードディスクドライブ1)、ストライプ2(八ードディスクドライブ2)、ス 
トライプ3(八ードディスクドライブ 3) •- •というようにデータが記録されます。すべての 
八ードディスクドライブに対して一括してアクセスできるため、最も優れたディスクアクセス 
性能を提供することができます。 


W "0 RAIDO はデータの冗長性びありません。 A - ドディスクドライブび故障する 
置3 とデータの復旧ができません。 


RAID コント□ーラ 






ぐ ^ ^ S, 

^- - 


^ - > 

八ード 
テイスク 
ドライブ1 


八ード 
テイスク 

ドライブ2 

_ * 


八ード 
テイスク 

ドライブ3 

^— 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ3 




ストライプ4 


ストライプ5 


ストライプ6 


FRAIDIJ について 


1つの八ードディスクドライブに対してもう1つの八ードディスクドライブへ同じデータを 
記録する方式です。この方式を「ミラーリング」と呼びます。 

1台の八ードディスクドライブにデータを記録するとき同時に別の八ードディスクドライブ 
に同じデータが記録されます。一方の八ードディスクドライブが故障したときに同じ内容が 
記録されているもう一方の八ードディスクドライブを代わりとして使用することができるた 
め、システムをダウンすることなく運用できます。 



RAID コント□ーラ 



1 


I 

で ^ > 

' - - 


♦ ^ 

八ード 

ディスク 

ドライブ1 

^- • 

八ード 

ディスク 

ドライブ2 

-- 


ストライプ1 


ストライプ1 

ストライプ2 


ストライプ2 
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装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人び死こず 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、川ぺージ切降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• 電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 


3.5 インチ八ードディスクドライブ搭載モデルにおいて、オンボードの RAID コント□ーラ (LSI 
Embedded MegaRAID ) を使用して、内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして使 
用する方法について説明します。 

J \- ドディスクドライブの取り付け 

装置に構築したい RAID レベルの最小必要台数じ(上の八 ー ドディスクドライブを取り付けて< 
ださい。取り付け手順については、「八ードディスクドライブの取り付け」に38ページ）を参 
照してください。 


取り付ける八ードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してくださ 
い。また、 RAID 1を構築する場台は、同じ容量の八ードディスクドライブを 
使用ずることをお勧めしまず。 


RAID システムの有効化 


取りがけた八ードディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか、 RAID システムの 
八ードディスクドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID システムとして使用するためには、マザーボードのジャンパスイ、ソチ設をを変更してく 
ださい。 



警告 


オンボードの RAID コント□—ラのコンフイクレーシ 


赢® 雜 
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A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 

AA 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

A A 

参 

フ□ントマスクやエアダクトに手をかけて持ち上ばない 

参 

中途半端に取り付けない 

Q 

参 

カバーをがしたまま取り付けない 

参 

参 

指を挟まない 

局ミ皿迂思 


次の手順でジャンパスイ、ソチの設をを変更します。 


1 . 1曰7ページを参照して準備をする。 

2. 1日8ページを参照してサイドカバーを取り外す。 
3. ジャンパスイッチの設定を 「 RAID 」 に変更する。 


出荷時はジャンパの位置が 「 RAID 未使用」に設をされています（ただし 、 BTO 
^巧 にて RAID 構成を指をして本製品をお求めになった場合は、ジャンパスイッチ 
は 「 RAID 」 に設定:されています）。 



^ オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -109/116 A /117 A ) を使用して RAID 

巨!^ を構築する場合、ジャンパスイッチの設定は 「 RAID 未使用」のままじしてく 
ださい。 


4. 取り外したサイドカバーを取り付ける。 


ジャンパの設定:を変更したら 、 LSI Software RAID Configuration Utility で RAID システムを構 
築します。 



添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シームレスセットアップ」を 
使うと自動で RAID システムを構築することができます。また、インストール 
するオペレーティングシステムが Windows オペレーティングシステムの場合 
は、オペレーティングシステムのインストールまで切れ目なく自動で行うこと 
ができます。 
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RAID システム管理ユーティリティの起動と終了 

オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ) の管理ユーティリティは、 LSI 
Software RAID Configuration Utility です。 


ユーティリティの起動 

1. 装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、く Esc > キーを押す。 

POST の画面が表示されます。 


NEC 

Press <F2> to enter Setup, or <F12> Press to Network 

2. P 日 ST 画面で、下の表示を確認したら、く Ctrl >+ く M > キーを押す。 

LSI MegaRAID Software RAID BIOS Version xxxxxx 
LSI SATA RAID Found at PCI Bus No:xx Dev No:xx 
Device present at port& xxxxxxxx xxxxM 己 
XX Virtual drive(s) Configured 

Press Ctrl-M or Enter to Run LSI Software RAID Setup Utility 

ユーティリティが起動し、じ(下に示す TOP メニューを表示します。 


LSI Software RAID Configuration Utility Verxxx 


— Management Menu 
Configure 
Initialize 
Objects 
Rebuild 

Check Consistency 


Configure Logical Drive(s) 


Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 


じ(降の操作については、「メニューツリー」 （241 ページ）と「操作手順」 （242 ペー 
ジ）を参考に操作およびを種設定をしてください。 
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ユーティリティの終了 

ユーティリティの TOP メニューでく Esc > 羊一を押します。 
確認のメッセージが表示されたら 「 Yes 」 を選択してください。 


Press <Ctrl> <Alt> <Del> to REBOOT the system. 


上に示すメッセージが表示されたら、く Ct 「 l >+ く Alt >+ く Del > キーを押します。再起動します。 

メニューツリー 

◊:選択•実行パラメータ•：設をパラメータ-:情報表示 
♦:バーチャルドライブ生成後設を（変更）巧能 


メ ニュー 

説明 

◊Configure 

Configuration 設定を行う 

◊Easy Configuration 

Configuration の設定(固定值使用） 

◊New Configuration 

Configuration の新規設定 

◊View/Add Configuration 

Configuration の追加設定、表示 

◊Clear Configuration 

Configuration のクリア 

◊Select Boot Drive 

起動するバーチャルドライブを選択する 

◊Initialize 

バーチャルドライブ初期化 

◊Objects 

各種設定 

◊Adapter 

RAID コント□ーラ設定 

◊Sel. Adapter 

アダプタの選択 

参 Rebuild Rate 

30 

参 Chk Const Rate 

30 

参 FGI Rate 

30 

•BGI Rate 

30 

•Disk WC 

Off 

参 Read Ahead 

On 

•Bios State 

Enable 

参 Cont on Error 

Yes 

参 Fast hit 

Enable 

•Auto Rebuild 

On 

•Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion 

1GB 

参 Factory Default 

デフォルト値に設定 

◊Virtual Drive 

バーチャルドライブ操作 

◊Virtual Drives 

バーチャルドライブの選択(複数□ジカルドライブがを在） 

◊Initialize 

バーチャルドライブの初期化 

◊Check Consistency 

バーチャルドライブの冗長性チエック 

◊View/Update Parameters 

バーチャルドライブ情報表示 

- RAID 

RAID レベルの表示 

- SIZE 

バーチャルドライブの容量表示 

- Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 

- #Stripes 

バーチャルドライブを構成している八ードディスクドライブ 
数を表示 
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メ ニュー 

説明 

- State 

バーチャルドライブの状態表示 

- Spans 

スパンの設定状態表示 

- Disk WC 

ライトキャッシュの設定表示 

Off : Write Through On : Write Back 

- Read Ahead 

リードアへ、ソドの設定表示 

◊Physical Drive 

物理ドライブの操作 

◊Physical Drive Selection Menu 

物理ドライブの選択 

◊Make H 饥 Spare 

オートリビルド用ホ、ソトスペアディスク(こ設定 

◊Force Online 

ディスクを強制的(こオンライン(こする 

◊Force Offline 

ディスクを強制的にオフラインじする 

◊Drive Properties 

八ードディスクドライブ情報の表示 

- Device Type 

デバイス種類 

- Capacity 

容量 

- Product ID 

型番 

- Revision No. 

レビジョン 

◊Rebuild 

リビルド実行 

◊Check Consistency 

バーチャルドライブの冗長性チエック 


操作手順 

Confi 卽 ration の新規作成/追加作成 



1 . ユーティリティを起動する。 
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2. TOP メニユ ー （Management Menu ) より、 l " Configure」-►「New 

Configuration 」 を選択する。追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 
を選択する。 


参 「New Configuration 」 で Confi 呂 uration を作成ずる場合、既存のコン 
フィ グレーシヨ ン情報びクリアされまず。既存のコンフィ グレーシヨ ン 
情報に追加作成の場合は、 rview/add Confi 邑 uration 」 を選択してく 
ださい。 

• 「Easy Confi 呂 uration 」 では RAID ! のスパンの作成、パーチヤルドライ 

ブ容量の設定びできません 。 「New Configuration 」 か 「 View/Add 
Confi 呂 uration 」 で作成してください。 


3. 確認のメッセージ ( Proceed ?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

SCAN DEV に E が開始され(画面下にスキャンの情報が表示されます)、終了すると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



4. カーソルキーでパックしたい八ードディスクドライブにカーソルを合わせ、スペー 
スキーを押す。 


八ードディスクドライブが選択されます（選択八ードディスクドライブの表示が 
「 READY 」 から 「 ONUN 」 になります）。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



己.く FI 日 > キーを押して 、 Select Configurable Array ( s ) を設定する。 
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6. スペースキーを 押す。 

SPAN -1 が設をされます。 

Select Configurable Array(s) 

~ A-0 — 

SPAN-1 


7. く F 1日>キーを押してノ くーチャルドライブの作成を行う。 

「Virtual Drives Configure 」 画面が表示されます。（下図は、八ードディスクドライ 
ブ2台、 RAID 1 を例じしています） 

- Logical Drives Configured - 

LD RAID Size #Stripes Stripe Sz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Logical DriveO - 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWC = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 

8. 力ーソルキーで 「 RAID 」、 に ize 」、「 DWC 」、「 RA 」、 に pan 」 を選択し、 
く Enter > キーで確定させ、各種を設定する。 

(1)「 RAID 」 ： RAID レベルの設定:を行います。 


パラメータ 

備考 

0 

RAID0 

1 

RAID1 


パックを組んだ HDD の数によって選択可能な RAID レベルが変わります。 

に） 「 Size 」 ：パーチャルドライブのサイズを指をします。オンボードの RAID コン 
卜□ーラは最大8個のバーチャルドライブが作成できます。 

(3)「 DWC」 ： Disk Write Cache の設をを行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

ライトス ルー 

0が 

ライトバック 


推奨設定 

本装置では性能を考慮し推奨設定を ron 」 としており 
ます。突然の電源断でキャッシュデータを消失する場合 
がありますのでごを意ください。なお 「 Off 」 へ変更し 
た場合は性能がおよそ 50% j ： rF に低下しまず。 
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(4 )「RAJ : Read Ahead の設定:を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

先読みを巧わない 

On 

先読みを行う 


(5) の3311」： Span 設定を行います。 


パラメータ 

備考 

SPAN=N0 

Span 設定を巧わない 

SPAN=YES 

Span 設定を行う 


SPAN 実行樹ま、パックを組む時に國の様に2組 U 上の同ーパックを作成しま 
す。 


SPAN 


RAID 1の SPAN の場含 
ID 
0 

RAID 1 < 

1 

> 

2 

RAID 1 < 

3 

4 

5 

6 


ONLIN A 00-01 


ONLIN A 00-02 


ONLIN A 01-01 


ONLIN A 01-02 



本製品では搭載可能なハードディスクドライブの台数の制限から、 Span 構成を 
組むことはできません。 


9. すべての設定が完了したら、 「 Accept 」 を選択して、く Enter > キーを押す。 

パーチヤルドライブが生成され 、 「Virtual Drive Configured 」 画面にパーチヤルド 
ライブが表示されます。 


1日.パ'-チャルドライブを生成したら、く Esc > キーを押して画面を減ブ、に ave 
Configuration ?」 画面まで戻り、 「 Yes 」 を選択する。 

Configuration がセーブされます。 

11. Confi 呂 uration のセーブ完了メッセージが表示されたら、く Esc > キーで TOP メ 
ニュー画面まで戻る。 

12. TOP メニュー画面より「日 bjects」-►「Virtual Drive 」-►「 View/Update 
Parameters 」 を選択してバーチャルドライブの情報を確認する。 

13. T 日 P メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択する。 
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14. rvi け ual Drives 」 の画面が表示されたら、イニシャライズを行うパ'-チャルドラ 
イブにカーソルを合わせ、スペースキーを押す。 

バーチャルドライブが選択されます。 

1日.パ'-チャルドライブを選択したら、く F 1 日>キーを押して Initialize を行う。 

実行磕認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択すると Initialize が実行されます。 

[Initialize Virtual Drive Progress 」 画面のメータ表示が100%になったら 、 Initialize 
は完了です。 

16. Initialize を実施済みのパ'-チャルドライブに巧して、整合性チェックを行う。 
詳細な実行方法は「整合性チェック」 （248 ページ）を参照して<ださい。 

17. く Esc > キーで T 日 P メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 


wO コンフィグレーシヨンの作成を行った時は、必ず、整台性チェックを実行して 
ください。また、 RAID ドライブをシームレスセットアップで作成した場台も 
インストール終了後、必ず整合性チェックを実行してください。 
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マニュアルリビルド 



1. 八ードディスクドライブを交換し、装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Rebuild 」 を選択する。 

「Rebuild -PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 」 画面が、表示されます。 

- Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. 「 FAIL 」 になっている HDD に力ーソルを合わせ、スぺースキーで選択する。（複数 
の八ードディスクドライブを選択可能(同時リビルド)） 

八ードディスクドライブが選択されると、 " FAIL " の表示が点滅します。 

己. A - ドディスクドライブの選択が完了したら、く F 1日>キーを押してリビルドを実 
行する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドがスタートします。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が10096になったらリビ 
ルド完了です。 

7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 


PORT# 
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整合性チ王ック 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニューより、に heck Consistency 」 を選択する。 

「Virtual Drives 」 の画面が表示されます。 

3. 整合性チェックを行ラバーチャルドライブにカーソルを合わせ、スペースキーを押 
す。 

バーチャルドライブが選択されます。 

4. バーチャルドライブを選択したら、く F 1 日>キーを押して、整合性チェックを行う。 
日.確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

整合性チて、ソクが実行されます。 

[Check Consistency Progress 」 画面のメータ表示が10096になったら、整合性 
チェックは完了です。 

6. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリテイを終了する。 


コンフィグレーシヨンの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
ください。また、 RAID ドライブをシームレスセットアップで作成した場合も 
インストール終了後、必ず整合性チェックを実行してください。 
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その他 

(1 )Clear Configuration 

コンフィグレーシヨン情報のクリアを行います。 TOP メニユーより、 「Configure」 一 
「Clear Configuration」 を選択します。 「Clear Configuration」 を実行すると、 RAID コン 
卜□ー ラ、八ードディスクドライブのコンフィグレーシヨン情報がクリアされます。 
「Clear Configuration」 を実行すると、 RAID コント□-ラのすべてのチヤネルの〕ンフィ 
グレーシヨン情報がクリアされます。 


Ifi ック I 


(2) Force Online 

Fail 状態の八ードディスクドライブをオンラインにすることができます。 TOP メニューよ 
り、 「Objects」 一 「Physical Drive」 ーハードディスクドライブ選択一 「Force Online」 

(3) Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定します。 

TOP メ ニューより、 「Objects」 一 「Adapter」 一 rsel. Adapter」 一 「Rebuild Rate」 を選択。 
0%〜100%の範囲で設を巧能。デフォルト值馈を推奨値)30%。 

(4) 八ードディスクドライブ情報 

八ードディスクドライブの情報を確認できます。 

TOP メニューより、 「Objects」 一 「Physical Drive」 ーハードディスクドライブ選択一 
「Drive Properties」 を選択。 


• RAID コント□-ラと八ードディスクドライブのコンフィグレーション 
情報が異なる場合、 （RAID コント□-ラ不具合による交換時]:>(外) RAID 
コント□ーラのコンフィグレーション情報を選んだ場合、コンフィグ 
レーションが正常(こ巧えません。その場合には、 [Clear ConfigurationJ 
を実施して、再度コンフィグレーションを作成してください。 

• バーチヤルドライブ単位の削除は、このユーティリティではできませ 
ん。 Universal RAID Utility を使用してください。 
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LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility 

オペレーティングシステム起動後、 LSI EmbeddedMegaRAID のコンフィグレーシヨン、お 
よび、管理、監視を行うユーティリティとして Universal RAID Utility があります。 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき 
点じついて説明します。 


用語の差分について 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility は、使用する用語が異なり 
ます。 W 下の表をもとに読み替えてください。 


LSI Software RAID Configuration Utility 
の用語 

Universal RAID Utility の用語 

RAID ビューァ 

raidcmd 

Adapter 

RAID コント□ーラ 

RAID Controller 

Virtual Drive 

論理ドライブ 

Logical Drive 

Array 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デバイス 

Physical Device 



raidcmd は Universal RAID Utility が提供するコマンドです。詳細については 
Universal RAID U 川 ity ユーザーズガイドを参照してください。 


管理番号の差分について 

RAID コント□—ラの名'情報の番号は、 LSI Software RAID Configuration Utility と Universal 
RAID Utility では表示が異なります。 U 下の表を参照してください。詳細については Universal 
RAID Utility ユーザーズガイドを参照してください。 


項目 

管理番号 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 

Universal RAID Utility 

Adapter (RAID コント□ーラ） 

0 か 6 始まる数字 

1か6始まる数字 

Virtual Drive (論理ドライブ） 

0か6始まる数字 

1か6始まる数字 

Array (ディスクアレイ） 

0か6始まる数字 

1か6始まる数字 

Physical Drive (物理デバイス） 

0か6始まる数字 

1か6始まる数字 
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バックグランドタスクの優先度 （ Rate ) の設定値の差分について 

LSI Software RAID Configuration Utility では、バックグランドタスク（リビルド、パト□一 
ルリード、整合性チェック）の優先度を数値で設を、表示しますが 、 Universal RAID Utility 
は、高、中、低の3つのレベルで設を、表示します。 W 下の対応表を参照して<ださい。優先 
度とは RAID コント□ーラが処理中のプ□セスに対してバックグランドタスクの処理が占める 
割合を示したものです。 


LSI Software RAID Configuration Utility の設定値と Universal RAID Utility で表示される値の対応表 


項目 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 
の設定値 （ o/o) 

Universal RAID Utility 
で表示される値 


1己〜100 

高 ( High ) 

リビルド優先度 

8〜14 

中 ( Middle ) 


〇〜7 

做 Low ) 


1己〜100 

高 ( High ) 

パト□ールリード優先度 

8〜14 

中 ( Middle ) 


〇〜7 

做 Low ) 


1己〜100 

高 ( High ) 

整合性チ： L 、 ソク優先度 

8〜14 

中 ( Middle ) 


〇〜7 

做 Low ) 


Universal RAID Utility の設定値と LSI Software RAID Configuration Utility で表示される値の対応表 


項目 

Universal RAID Utility 
選択レベル 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 
の設定値 （％) 


高 ( High ) 

20 

リビルド優先度 

中 ( Middle ) 

10 


做 Low ) 

5 


高 ( High ) 

20 

パト□ールリード優先度 

中 ( Middle ) 

10 


做 Low ) 

5 


高 ( High ) 

20 

整合性チ:!:、ソク優先度 

中 ( Middle ) 

10 


做 Low ) 

己 



• LSI Software RAID Configuration Utility では、バックグラウンドイニシャ 
ライズの優先度が設をできますが、 Universal RAID U 川け y では設をでき 
ません。 

• Universal RAID U 川 ity は、初期化処理（フルイニシャライズ）の優先度 
が設をできますが、本製品では未サポートのため設をできません。 
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